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2  

時 の 言 葉

日本ほ何となく 4 時気候温和な楽天地の様に思われているが、実際はそろでない。所によれ

ば、夏は熱幣地方より暑〈冬は齢期也なみである。然るに日本; の家屋は熱帯向の構造で夏には

よくても、防寒の点では殆ど考慮されていないと云つでもよい。何故そう注ったかについては

詳し〈考えねばならぬととであるが、日本家屋の源流、或は臼木文化の中心地が温暖の地にあ

ること、或は経済的貧困などが挙げられるだろう。ともあれ如何に日本人が家屋の防寒に無理

解であったかと云う極端な例は満洲に於いて屡々実見された。戦時中内tUo当ら乗り込んだ努の

良い人 h は、内地同様の薄っぺらな木造バラックを建て、その建物を作るに要したと同じめ: の

木を燃やして援房を行い、士清の露人などの剣笑を買ったものだった。

満洲の問題がなくなった今日も防寒建築の必哩がな〈なったのではない。北海道は勿論東北

信越地方などに於いては明艇に匁地建築が必要である。然るにその実情は殆ど温暖地の建築と

何等格別変りはないと云つでもよいので司はないか。

特に最も寒い北海道} こ於いてすらタ事地建築の概念に過しない詮築が平然と建てられることは

正に寒心に耐えなし、。

問題は種々あろうが、根本; は禿ll [1J，建築の必要性がl A< 認識されることである。丁度これに該

当ずる例は満洲の家屋と朝鮮に於けるそれの差である。上述の岐に満洲に於いても戦時中には

怪しげな建物が建てられたが、戦前に於いては明確に匁地建築を建てねばならぬととは一般に

認識されていた。然し朝鮮ではそうでなかった線でーある。その原因は満洲} こ於ける建設事業は

ヨーロヅパ乃至はロシアを範として出発したのに対し、朝鮮では内地直線入の精神で行われた

からだと恩号。建築に於いては何よりも風土性の認識が根本でなければならないので、ある。従

って何かを範とするならば、文化系を泉にしても、類似の風土をもっ図の建築を範とすべきで

はなかろうか。
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工 場 内 部

写真左側は新車陳列場で新車に昌三

彩 を与えるため一散照明としての 天

井灯以外に梁の内側に「スポ ットラ

イト」四基を取付げ「フット ライ ト

」 と し て 窓'台下に後光燈十数灯を配

列している。

一 階 鷹 接 室

応接室兼部分品販売室で床、 人造

石塗Ti J F出、真 鎗目地切、巾木、人 造

石塗初出、襲、プラスターベ ゾ キ 塗

天 払 プ ラ ス タ ー塗である。右側ガ

ラススク リーゾ の向うは新車陳列場

貸 事 務 室

床 色 モ ル タ ル 塗

巾 木 同 上

塁ま
プ ラ ス タ ー 塗

天 井 同 上

出入口 ベニヤ フラツユ

ベゾキ塗
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鉄筋コゾタリート三階建

一部地下室付

外 壁 リソイ ド掻き落し、

膜 人造石塗研出し、

屋 上 モルタ ノレ白地切 b。

く修理工場〉 鉄骨造で外壁モルタル塗、

南面の鋸屋根は波現アルミ板野. である

大 要

く事 務 所〉
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プラスター 塗

鉄製パイプベゾキ塗

木

井

摺

床

巾

盛

天

手

階・ーー・ ー・・・…一 ...2. 73皿

階・・・…・・. . . .・ ・・3. 35皿

階・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・2. 73皿

階 … ... ... .........2. 73血
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屋
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新館商北部入口ホール



高 島 屋 新 館

設 計 坂 倉 準 三 建 築 研 究.所

施 工

主 体 大 成 建 設 株 式 会 社

附 待 株 式 会 社 大阪電気商会

須 賀 工 業 線 式 会 社

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社

位 置 大 阪 ] 市 浪 速 区 難 波

エ 程 自 昭 和25年 9 月15 日

主昭和25年11月23 日

改装面積 新館改装延坪 2，500坪

本 館一 階 並 に 地 階 改 猿 延 坪

750呼

合 計 3，250坪

責堂入口ホーノL

食 堂 客 席
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改 装 前 卒 面 図

E量計要旨 南海 ビル と南海高架下の接続部分ぞ打ち貫き南・海 ビル地階すなわち高島屋本館地階よ り高架下広場すな わ

ち高島 屋新館 一階 ｬ こ連り夏 ｩ こ ヱレベーター・タワー を 廻って本館一階につづ〈広ｾ 4，000;;半く新館並に本館 1 階と

地階合計〉の売場が建設されるに当って 設計担当者・の実現せんとした設計構想と い うものは次の諸点 に要 約される

ようで ある。 く次頁へ〉

1"  

¥ 一 一- J

改 装 後 卒 面 図
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く1 ) 本館と新館とが新し〈ーのさ註

聞く売場〕となるための綜合的立

体計画一動線計画その新しい空間

には谷川の水の流る h 如 〈移しい

wl 客の流れがよどむところな〈流

れて行かなければならな し、。本館

ヱ レ ベーター・タワーの両翼の階

段よ b新館の売場を怒て新官官一階

に下る A 階段 ・更に新館の メイン

フロアーすなわち ブロードフロア

ー にみちびく広い B 階段 ・本館地

階売場よ bブロ ードフ ロアー に巡

るC . D雨階段 . -gg北 コンコース

より新設食掌に至る E 階段遁かブ

ロードフロアーの両端を上って西

南出入口に導ｾ F 階段すペてがこ

の流かをみちび〈ためにほどよき

位置につくられてゐる。

く2 ) この流れをみちび〈ための照

明計画一査を光燈を内に牧めたルー

ヴアの光りの得力Z延々として人の

流れを新しい さ巨聞く売場〕へみち

び〈地階よ b上ると階段の上から

ブロードフロアー を従断して F 階

段に至る延長80余メ ートル に亙る

J L - ーヴアの光常はわが国に;於いて

は初めての照明計画でゐる。

極めて滑らかな白色 プラスターの

柱の亨IJ に沿うて白亜の天井よ b燦

々と降る後光の光構の下に並ぶシ

ョーケースの聞の広い ブロードフ

ロアーの茶、泉、自 の市松のテラ

、/ ーの床が地平線の彼方に消える

如〈のびている。売場に新レい感

覚ぞ与えるための新trn. の主契な三

つの入口の上からは全面ルーヴア

の盛光の光の雨が燦々と降 b顧 客

の洗れを吸い入れる如〈でめる。

( 3 ) 新 しい建築材料の利用一新し

い合成樹脂アクリライト の活用そ

の他; 清楚な白亜一色の新館売場の

裏所々々 lこ自 の覚める様な原色の

壁面を配して原容の流れに清新な

空気を与える。これらの原色の嵯:

菌ぞしっと b と蔽っているものは

新しい建築材料アク リライト でゐ 戸

b新館の到るところの手摺にアル

1.新 館 芭本館 の 蓬

怠絡になる附近

2. 室町館費場

3. 大階段手ス リ

( アタリライト 〉

4 新館芭本館の主E

絡階段下の慣習J 客

室

9  



新:m'e: *'1館 の 連 絡 階 段 F荷揚 天 井

ミニュームの板t二はさまれて透明硝子の如〈楚光に反映してレる の vもこのアクリライトでゐる。 具の他壁面 に耳z 9 つ

げられた造語な電気時計の青盤色 アクリライト でゐる。

これ らの有精はすべてこの新館の売場iこ新しも、感覚を脅らすために用いられた。

( 喧〉売場全体の空気を? 調節する冷媛房換. 気装置はすべて天弁のうちに牧ま h光 稽ルーヴアの聞か ら換気する様にき

れてレる。

仁5 ) 主主の他新設A 階段下のマープルコーナーの大理石のテーブルセット、 大理石のカウンターの赤、泉、糞のカウ

ンター椅 子、食堂 の 赤、青、黄緑の待子のセット、 硝 子プ口 、ソ クの壁面すペては清潔にして新しし、生々した感覚 を 新

館Eこ資らすための工夫でゐる。

ＱＹＵ Ｑ 年の童話し レ 百貨底売場 としての機能と形式とをこ の著者館に与えんとする企ｉｉＮ ｾｊ＿ さ れた。

新館' e : *  tlil の 連 絡 階 段

10 



宮

本
と 建地

深川1の建築に就いで諾るかil こ、少しく建築そのものに

就いて; 考えて見度いと思います。これは建築家の諸兄に

は ｬｾ に烏尚Ｚがましい事なのですが 、 所訪素 人を 対象に話

しておるものと思っていただきまず。

それにW( ま索外延諜の本義を忘十ぱニ忍諜が多いのと 、

殊に空手lll l . と云 4様な特殊2j ( 析を士、犠とした場合には、此

処が肝心なポイゾ トである様にも恩われるからでまb りま

す。

総てｾｉＺＮあるものは 、 その環境に従って自らの生命を保

重宝するヨ: 風をし、これに成功したものだけが生き後って

ｾｴＺｬｉｬｬに一極付以なｦｉｄＮ属をつくって栄え、又それに失敗し

たものは、他に移住するか或[ - ; t 亡び去って了号のは、高

山に独特の草木のみがあり、黙秘地方にl工、特種な植物、

動物が繁ft(( する通りでがりますっ人司も亦背はこれと全

Ｚｐｊ じで、 ＱＧ Ｑ［徐に適応する性質を持った者だけがｾｾき後

ったのでありますが文化 の進むにつれて、自分に適しな

い窓条例迄 1;. ，征服して 11分のPJ む土地に生活する級にな

って来たのてありまず。それには食の彰紳はもとよりで

ありますが、衣{主共に術後な隙係がある耳1叉申す迄 もあ

りません。然し此処では衣服と食糧とにはふれず伎に就

いてのみ考えて見る2 . jcとしましょ号。

住民はiは:0.リ(-;t 、木の1同や岩ーのE室等自然の現象をそのま

ま利用したものがやがて地中に穴を掘る様になり叉追々

文化が進むにつれて、 先ず手近な物資を工風して、丸木

て小屋を組むとか石を積んで墜を造る Ij効、ら始まり 、組

み方の工風やむiみ方の研究が進み、職送力の拡大と世界

経済の交流につれ、遠隔地の資材迄が使われるばか りで

無 仁 科 学 的 に 新 し い材斜を造る線になって来ました。

そこで、 Il t界中の辺諜を極〈大ざっぱに見渡してみる

と、 何れの[tl でも - Lf:.，共の土地に適する様応、資材な り

構造なりを考えているのですが、吾固では起猫ながらそ

の絞な建築物が祭外少t.t. いのに気づかれます。

エスキ モー族の家が氷を切った 7' ロッ クを半円球に積

み上げて出来ていろのは、建築資材の入手全く不可能な

極地としては、氷が最も手近なそして唯ーであり 而 も豊

富な資材でありますから、これに凶をつけた事はまこと

に賢明であったわけで、而 も氷で図まれた屋内は温かし、

とし寸のですから、寒地の往築資材としては突に申分無

いわけであります。建築の格治は使用される資材によっ

てl l H_ その資材の性質に最 も適した方法でなければな

らないという建築の本義からみても 、氷は自由な大まさ

に切り 耳元る事が出来て、之を組み上げ るにも至って簡単

でらり強み上がったものが又一体にな ると い ラ至極合理

築

久 米- 権 九 郎

的なものであるといえるわけで、近年我国にも急に台頭

して米たプロツグ建築を比較して大いに思いあたる節が

あります。叉木材は豊富だがその他の資材はが: いと い号

地方ではログ、キヤピゾの微な丸太を共のまl . m: ねて壁

体とした栴j色もあり、それが寒地となると際聞に乾燥し

た苔を旗充して附夙をふせいでいるものもあります。暑

いが宅気( - ; t 乾燥していて風は涼しいと いろ地方では極 力

日蔭を造り涼風をとり入れる工風をこらし、屋外 の熱気

を尾- 内に入れ度く煎い処では完ぎを出来るだけ小 さくと っ

ているとし、号線た、 比較的iれ純t.t. 点、ばかりを見てもや'J 処

え行つでも相当な注意が払われています。

そこで、もろ少し構成の復維な彬会の建築に自在移し

て見ますと、都治材よりも 、断熱材料とか或は採館、冷

房叉は換4i 等の建築設備によって、建築資材・と込嘆 執造

との紋点を初なっている J ) f がわかります。市j も延諜設備

の需要性が年と共に加わって来て、これと建築木休と の

比率が、建築文化住文化 の水準を会める状態にさえある

といえましょ号。

例えば北欧の建築( - ; t 大部分が煉瓦造でらりま十。処が

御ik知の織に煉瓦自体は尽さを防ぐのに特に有利な資材

ではありませんので、先づ暖房で之を有II い ま す。従っ

てソ紛のペーチカ、 ドイツのよ宮、ワ ープラ 〉 ド・オー 7 : /

等の経治的にも能不の上からも申分担tいものが出来たわ

けですが、然し燃料の入手数ぞ燃M鉛の総j . ' . ( : 等に会うと

更に経企号即時; 1 ¥訟が必要となるので、析し夕、 トル 7 、右

側、岩棚、或は木毛等を原料とした ｪｾｾ 温又は ｩ 座長ＺぽＺ材ーを

月jい、一方訟や戸口等の閉 口部の構造がf J f究 されて所詰

エヤ戸 F イト く気後〉の装置となったわけでありま十。

木毛とセメゾトとによ るヘラク リート板 ( 国産プラ トγ

の獄〉の如きは紛d訟のたやすさと倒絡低限の放で、かつ

てはヨ ーロツ パから述〈寒熱両地併に大量総出されたも

のであります。最近のアメリカ事前に就いては多〈の先

議諸兄が渡米の機会を得られたので、その帰朝報告に よ

り皆さんよ〈御承知の事ですから、私が至宝に又聞を援露

するzf C は差控えますが、採光} こしろ、換気、暖房冷房 等

が極端に機械的で、屋外の気象には何等息される事なく

屋内の生活が楽 しめる様であります。

さてこの辺で我国の寒地建築に目を転じて見ましょ 6

9事地 といっても基よりその条件には種々な相違がら り

ます。特にｦｉＡＺ唆助に影響のｾる点から見れば多雲 、 多風

多湿、低混と 凍 結主宰が問題となります、処が日本の地方

建築がはたしてこれ等の諸条件に対して適当な処置が施

されているでしょ号か ? 先づ資材の点から見ると 、従

11 



来の臼木の建築物のFf; んど全部が木造でありますが、英

の開造は陵地寒地の別を問わず全 〈一線であり ます。二七

似はじゃ裏日本の古い民家等には、或は多雲地方の極度

に大きな梁とか、或l1: 屋根勾i 1 c J : 雲止めの手法皇容にそれ

らしいものが多少は見受けられますが、熱を遮断するヱ

風や保混のi設備等には全〈 無関心といってよ いでしょ号

採燈も切り炉か恒絡の竣を脱したものさえ殆んど見られ

ないし、賊鼠を ｾＩｪ く・辰も 簡 単な方法としての戸時子の 目

うので底下を気討をにするのは保温上大いに役立つ不明白

であります。

屋根の「スガ漏り」は、犀問屋内の媛気によって溶け

た雲水が、夜間の冷気で野光} こ氷結し、翌日日光で溶け

た雲水が氷結した上部で‘屋根を浸透して屋内に漏れると

いろ結論に基いて、屋内の; 段気を屋棋に伝えない為、天

井裏にオガ謄を炊いて熱を遮断したのですが結果は J'JJ 子

ときいています。ちなみに、ドイツ では木造と 煉瓦 とを

張りをする地方が一体何れほどらるか疑問でありま す。 問わず必ず天井と上階床の間 くツ ウイツシエゾ ・ボーデ

青函連絡船で津軽海峡 を; 俊り 北海道に- )歩踏入ると 、 : /)  Iこは砂とか鑓と粘土とを混ぜたもの等を詰め、叉小

これは文更に無神経にさえ感じられる状態で、夏季に旅 e 屋裏では天井上と野地裏とにトルフレウムく泥炭の一種

行したの官、は、林立する煙突に僅かにそれらしい匂がす から造られた絞〉な どの断熱材で保狙i設備を施 していま

る以外には、全奴潟地とは考えられなし、ほど寒地の特性 ず。

とい号ものはちかどわれません。たまたま東北方而から 次 l1 : 採佳の方法でありますが、北海j邸主宰に地誌が少

移入されたと見られる込嘆械式も慣が甚だしく決ちて特 ないのでペ ーチカ やオゾ f} レも利刷出未る L 思われます

ｴ｛ｾ すべきものが無いのでらります。それが冬と ・もなると 既に試作されたともきいていますがドイツの〆 ワー プラ

何処へ行っても何んな家でもー様} こスト ー7' を赤々と炊 γ ド・オー フソく長時奴必Lストープ〉はより安全でもあ

いているので、さすが整官な石炭fflUJ ，だけあって線復巾 り充 分普及 性があるものと考えられます。 イ ｉｉｊ 故上 ｩｬｾ の極

の室内では足袋も 羽織もいらないほどの阪かさーイヤ黙 対の採。 毘方法がよいかに就いては今夏 Ｑ 説明する 迄 もｾｦＨｾい

さーであります。処が夜分になってス ト{ プの火ががち かも知れませんが、野糾初: 事? ??に経済である上 に長時間

ると、とたんに匁交が迎! ¥! . な〈 室内に浸入して夜明けと 平均した温度を似つ; rhが出来るという( . ; i ，に: l 1}4，大: < な特

もなればおt5eの71<が氷る処もあるとい奇次第であります‘ 長があるからであります。

その結果建物は毎日交互に極刻な匁さと暑さに見舞われ 鉄筋コゾクリート造治 Ｚｾｾ ｴ 也で袈むる被ワ＿の内 ｦｲｬ ブむなも

るわけで、これが演は「スガモリ」 の元困 ともなり建具

を狂わせ戸締りを不完全に し賊風を脱んにし叉甚だし〈

不衛生で呼吸 ｾｾ疾 患を引起すもとともな るわけであ りま

す。つまり日 本 にはまだ期 ｬｾ 込嘆とし、うものが無いのだ

と云つでも過言ではありますまい。

処で住宅以外の建築物、例えば官公庁舎、学校、ホテ

ル、ピ ノレディゾグ等が建つ綴になってから木材以外の資

材がとり入られ煉瓦造やコユノグリート造が建ち始めたの

ですが、これとて東京或は中京、 関西等の媛tll! 建築と何

等変る処がｾ＼、甚だしい例になると建物が鉄筋コゾグ

リ{ ト 造で媛房設備の無い ものもあるといった状態であ

ります。

然し北海道ちは一昨年あたりから怒地住宅に対する研

究方針がきまり種々の試作が行われています。英の勢来

lま発表寸る迄に至っていらない模絞ですが、とれはひと

り怒地のみに限らず、地方の特殊事的を貫祝して対策を

建てねばならないとい号住宅問題の桜木方針に印Lぶした

点で、 A にxl 荻: 深いものと，思いまず。

先づ木造住宅ボは、在来の民家の大半が凍上に より基

礎が破駁され根-太が曲り建兵は狂いその影響が屋根に迄

も及んでいる実状から、基礎をコゾ ク リート の布基礎と

して地面の凍結級以下迄下げていまず。

次は一階床下の防費支策としてご枚の床板の 中聞にJ レー

フィ γ グを放くか叉はオガ暦を詰めます。床下の隙聞を

縫って浸入する寒風はーぺんに室内の怒気をさらって了

12 

dl 1:
i
l Ff先と E設以その他U'l I':1個所のi}j! 占であるよ行てす。

コゾク リートに浸透した水の氷結によろコングリ ートO

被級によるわけで: ' ; J p りますが、これは防水力完全てー; ゐ; j t

ば防ぎ得るものであるや否やはなほ疑問予あります。 ほ

って設計に当って充分注意す喝る必要があります。

普通の煉瓦迭は地震に対して甚だ碕弱でありまずから

たとえJ- ll! 震は少な くともそのま L 使用するのは危険であ

ります。それに煉瓦はコゾタリ ート と同線、烈の保沼に

は決して適した材料ではありませんから、そのま L でほ

どちらも怒J - IIJ ，向資材と はいえますまい。

そこで、コゾ クリート ならば中空曜にする:'jftj " 必必で

らり 、煉瓦迂iならば中空に読む事が必l J A - となろのですが

H戸手来の試作rll には、コ γ グリート中笠プロックを耐民

的同' l It築したものがあります。又石炭放の多孔性による

黙遮f f ，庁率勺高い点、を利用した7 ツシユコゾダリ ート心や

閉じ〈右炭殻を骨材とした住供プロック等によ ろ試作に

よい成読をらげています、; V{ : ' : J ; ! た数字l1 : 出ていませんが

大約その採強用燃籾が年間半減するといら却でありま

す。これはj波風がない伐と 、E主体の保温、寒気の遮慨が如

何に有効であるかを物語っています。殊に石U-2l'iJl 門f本が

多孔佼である上に、これを「おこし」状に造り上げた住供

フ守ロツ F 股早稲田大学の加燦if'WJo先生が特に搾地向に研

究された耐火材斜で、火に対してはコゾクリ ート よりも

強〈熱の伝務率はコゾグリ 戸ト の半分以下でm危もお] ニド

分であり、他の多孔性資材の様に凍害を受ける :l !Cもなく



価. f n も安いので寒地えの普及治ヰ劉待されています。住供

フe ロック造は建設省採用の国庫補助庶民住宅、国鉄社宅

製鉄、製紙及び鉱山の社宅等がH乍年から本年にかけ約一

ヶ年半の聞に、 北海道では! WI路、旭川、札幌、小t号、室

副の括ill 市に、叉内地では秋田、感岡、諏訪、 '1可局、高崎

7k月、日立、東京、川崎、 静岡、 首ミ4去、名古屋、大阪、

岡山、広島、神戸等に合計三百余戸が建設されています

9草地の建物と 陸屋根との問題も簡単に結論が出せませ

ん。何等故障の無いものもあれば、新築後数年l " 既にみ

ぢめな姿をさらしているものもあります。総じて寒地の

屋根防水はアス フアルト 性のものよりもセメ ゾト防水の

方がよいのではないかと思われます。陸屋; 阪といっても

コゾグリート造の拶J合の事であって、木造の陸屋根は陵

地下も極力さげる可き Tきずが寒地では絶対に不可と考え

まず。

さて以後に、同じ東洋内の友邦中華民間の住宅をのぞ

いて見ますと 、 建築資源の慰〈詮弱な ｌ［ｾ ｩＱｅｬ ｴ ｬＩＮＡ 方 でＨＢｴ 、一

部に穴居住宅もありますが、大半{ i : 粘土を日 )'f: r:' 乾燥し

た、子とよぶ大型の焼かない煉瓦を前みあげて壁とし、

僅かな丸太をか; ナ渡しアゾペラをI ! i X せ土を置いた上に育

} j ( と段、する防水を施したものが多〈 、北支f也l乏になると

木えi の壁間に煉瓦を撰充し度以には ItJ 灰仕上あり叉瓦 を

乗せたものも多〈 、中支の (;1¥会¥"l : 煉瓦並立が大部分をしめ

ているようであります。冬季零度以下に気温の降 る満洲

ヰ伎では、採燈にオゾドル式の坑を用いていますが、中

支以南の冬は主にス ト戸プによって援をとっています、

処で中華民国は御承知の通。 北部と中南部とでは、言葉

も全然通じないほど万事の事情条件が遠います。 気候は

北支が大陸的l " 互の暑さ冬の寒さが共に厳し〈、空気は

一年中乾燥していて傘の必要がないほど雨泊、降ら ないの

に、上海あたりでは湿気が多くて一年中レイゾコ戸トが

底頭をにぎわしているほど降雨日が多いので、家の構造

も南北では全然臭っています。 enち中南部で( " l : 我固と同

綴、通風に: ! J i : 点を置きますが、北京tllJ .方では一方窓とし

て耳冬共に外気を屋内にみかぬ工風をしています。夏季

中国に行った方l士気付かれたに相違ないのl " すが、気の

利いた家では、葦子線のテゾポンで家全体を覆ってしま

いますが、ゴ伎の織に空気の乾ｾＮｩ接した地方では鶴〈ほど

涼しくなります。

そこで私はつくづ〈考えさぜられたのですーが、人聞は

若ければ泳法をし、寒ければ着物を責ね、外出には外去

をまとい 、ｾ は毛皮を 月 Ｑ い るのに 、住宅には 寒 地 下、冬に

なっても外蕊一つ五寄せ・てやらないといろのは余りに苛酷

では無いでしょうか、冬fi: i鼠かい機、互は涼しい様、2誌

が充分満足ずる様な思いや内事て以て廷で L やれば、実内

部でいとなまれる生活も亦必ず満足されるに相違ないと

思うのてらります。

Ｈ慾ｾ・久米建築事務所 ｨ 長Ｉ

寒地住宅の防寒構造ど暖房の一例

田 千 ネリ

I/'fi""i、の以に寒さが含びしくなると、従来の若 r々 の家で 閣t hた処( i : 室外と大差ない寒さ、周知の様に気温が 100 C

l工、とれがひしひしと身にこたえ、 私などは若気の至り 以下になると吾々の活動性は著し〈 侭下ず る、生来勤勉

で、 ￟￭ｾ 口 部を大に設計した吾が家に愛惣をつかしｊＮＡｴ＼な な人でも 、こ のm境では冬働〈窓志を5たうのは当然で、

る。が然しこの感じは臼木住宅に住む人 の々普. i i i i のもの H 半年働いて半年居吹いする H 北国人の習慣が生れ文化

不一ある。又私がさる出雲 ＡｴｬＡｶｴＱ 許可 ｾｭ をたづねた ｈ 寺、築 7k$、経済力の侭下を招〈に至ったのふ自然の成行舎

なたｾ < 手を休めて答えて〈れる老夫削が、 If乱、底冷え である。

する土聞に酪むしろを放いて働いてゐるのをみた降、詩 空基地住居が防君主的に不完全でもあり 、暖房が考慮されな

inを感じるより 先に、 ue雪JU! i : A 家のみぢめな冬j羽生活の かったために、寒地の人々が議りつつある経済的、文化

一端をのそ白川た気持泊' 先立ち、筒然としたのを覚えてい 的損失は悲し立大なものであり 、現径の織な特殊の経済

る。これが開拓地に仕ると更にひど〈、乞食ItJjぬの小屋 状態下にあっては、現在の織な生活儀式を続けでは、自

に住んで、 永い冬を越しているのである。従来の日本住 ら経済的下降のー絡を辿る破自に陥るととも自 明である

宅( " 3 : 雨躍を凌ぎ、立を快治に泌すには成功したが、冬を この事長な状態を今の位に放置することは、し、かな る理由

能半的に巡すた ｢ の綬 ｄｪｪ を、防 ｴｊｾ＾［ｾ 策を忘れていること があるにせよ、建築家の責任に於いて正しいことではな

l士、欧米住宅に比較する時、不思議に思えてなら沿いも <  20'，佐紀の後半に於いてなさねばならぬことがあるとす

のの一 つである。とのため匁冷地の住宅は相当の住宅で れば寒地位広ーの改善こそ吾々に残された大なる課題のー

ありながら 、室内混I!.t は外気温と大差な〈、炊きf場の水 つでるろう。

短絡の上の手拭も凍り、出雪地l " ¥玄室内が侭(ffi 多湿で、 こ L には、以上のi議な意味で、少しでも寒地住居をよ

じめじめした底冷えを感じる。この傑な住肘では、スト い方向えと改善して行くたb の、一つの参考資料を提供

ープ、いろりをたいて も、これに直接あたれば暖かだが することとし、私の研究室で戦後寒冷地向耐寒住居とし

13 



草画面 ｡ 宜ｾ s..I. l : 50 

士二二』

一恒三革ヨ也- "'・

E 宜主J I i ! I : コム. .  

の要点を記したし、。とす

れば、寒地住居< . < 最も改

善を要する点は何かと云

えば、

1.  寒地住居の平岡、

2. 家屋の防寒構造法

3. 暖房法、 の三点

につきると云える。この

三点、が改善されるならば

第 1 図 山形県柏崎開拓地而関E設 住 居 く6寸勾配〉

従来の燃桝或はそれ以下

の燃斜でもこれを炊事用

として焚き、その余熱を

利用するならば、居住都

の室温を恩間 15- 18

0

C

に保ち、夜間もooC 以下

に低下せし めず、従って

既往の生i活様式から解放

された明朗な、文化的た、

能率的な生活を行うこと

が出来る< . < あろ号。とれ

により封号、子供、老人

が、 如何程救われるか分

て設計、建築、滞腕関して来た設計図を例にとり、防

寒構造設計上の要点を述べ、又暖房法の一例として、カ

マド附組立式ヨソグリートペーチカ及びカフェ J レオー 7

エソにつi ! < " 説明したいと恩号。

ｾ＠ 1. 寒地住居の改善を要する点

高時Eした様に従来の寒おh住居の最大の紋点l玄、室内が

低温多湿で、健康で能等的な状態に反くことである。そ

とで今後の寒地住居では、室温が昆間至適温度の 15

0

C -

18
0

C を保持することを第ー条件としたい。との条件か

ら防寒構造及び殴E浮上の総ての改善事項が生れて来る。

そして、現在の吾 々の生活程度も考えねばならぬので、

これらを綜合して結論が生れる、寒地位招ーについては以

上の他にも考慮. を要する点が多々あるものと思われるの

ｴｊ ｾ こ ｌ では、以上の様な事項に重 点 を置いて、設計上

らないのであり、つまらぬととの械であるが、とれが日

本国民が全般的に文化的向上す るた占うの一助 となるので

らる。

9  2. 寒地住居の卒函

寒地住居では平面計画が特に大切である、従来の日本

住宅は互の生活を対照として発達し、極端に閉口部を大

とし、杭の他は京外し自由の建具のみという開放的な家

が、住心地よい家として、寒暖の| 宝別なく臼 木全悶に普

及した、意匠的には独自の味があり 、勝れた点、もあ之、が

各期を能率的に過すた占うには自慢出来る住宅ではなし、。

京阪の温暖地では我慢出来るにも知れないが、裏目 束、

東北、北海道には到底適応したいものである。 苦手地 f切干;ー

では冬の生活に霊点が置かれねばならぬので、冬地住民

の平商は、 9 1 に古I j 記した処により各戸が使用出来る燃

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ム
リ ノ タ イ ル

特 製 9 ノ P ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

本 社 ・工場 兵庫県伊丹市伊丹玉五八 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大阪事務所
大阪欝区銀三日3 pbレ 東 紋 庖 版差喜央EE明正弘♂fi
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料の消費可能量をにらみ合わせることにより決定されね に保持出来るものである。第 l 函は屋説勾 配:6 寸、 平家

ーばならぬ、即ち冬期間、暖かに能率的に過すため、居間、 建の普通のもので、エ，f!i 約 10- 12 万円仁納屋共〉 第 2

台所、茶問、子供室、寝室等の室慌が 15
0

C 以上に保持 図は腰折屋振で髭ｾ裏を納屋として 使用出 来る様にした

出来ることが第一条件であるから 、住加の居住岡積、( 暖 もの、工費約 12- 1 4 万、 第 3 図は図示の慌に l 階を台

房而羽〉天井高等は現在の経済状態下では割合制限され 所、茶問、仕事場とし、 2 階を子供室、寝室とした幾分

ることと思われる。完全な防主主構造の家ちも 、10即位の 総研:)li 大なるものく間炉事建築制' ，27: 坪〉で現開拓地内では

問主況の部分を室温 15
0

C 以上に保つには 1 日少くとも、 ないが将非: 経済的に余裕が出来たi専のものである。

松薪 1 - 2 *必要であるから、一般の住宅の場会、居間、 第 4 図は腰折屋援であるが民統治と し、歳以聞でli)j 謎

台所、茶間ー・一等の居住都の而訟は 10- 15 j平{立に制限 屋桜哀を寝室として使用出来る故に設計したものである

される。今迄の住宅の考えからだと 扶す ぎるが、 冬暖 < f:，J半面計戸'1的に注意を妥する 点を列瞳ず才Lばぷ: の湿り

泌すためには止むを得ない 1  Ｂ ＧＮＧＺＧ ｾ］］］Ｍ｟Ｍ］］ＺＧｾｾｾーニムベ ι ー生

との … 雨 前 こ冬期 !" ;¥i E主F777FfiiJliii

生活のための居室、茶問、 干伝P へ:j 医三三ーJ i l l jU  11111 i  111;i: 111 ｩｩ ｾ ｟Ａ ｊ ｩ＠
台所、州室、寝室等がコ イr - i 国I 山長ヨJ山山山山ド

ゾパクトに凶佳品、この 川 .. .  行 ｲ ＭＭ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍｾｭｭ ｭｭｭｭｮｊ ｬｴＧ Ｑ

中て能剖内な生活が行はれ 4- [  ｾＯ ，， ＧＭ， γ＠ a ・ ω: 11川HIII !D!_ 

ねば な ら ぬ よ の部 分 ｉｾ 阪 ~! ー i TH. . . ，問 。 川川川:nnl

Mーされるので醜 か ら の 黙 」L “ L R雪空軍吉1 官 官311
山 ，

損失を可及的に少とす るた = 二二 ご ー - - ｾｾＧＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭｾ＠

司f li '"・ 2 掴

め家屋の構造lま防空手持寺池と 巴

画調立面箇 Ｍ ｾ柚

し、エド而形は短形出式訪Lば

正方形} こ近い短形とし、建

物の外公に衣寸・る表而I訟を

少ならし める械にする。 当

然 のことであるが、 平凶形

を凸凹の多いものとするこ

と、出窓士容の突出部を設け

ることは摂まし 〈ない。室

の配置は自由であるが、緑

仰IJ 玄関、便所、浴室等は普通

のイ主主では当然この中に入

る余地はないので、耐寒建

築部の前三ぎの形で、隣接さ

せ、耐寒建築部の黙損失が

少〈なる様工夫する。 寒冷

開拓地良住居を対照として

設計した寒:I:¥l J，1主f.! iの平而計

閣の一例を示せば、第1. 2_

3 凶のま日 〈である。はて積

雲開拓地防j の積りで設計さ

れ 、昭和 ＱＲＶ 竿 Ｑ 月 ｾＲ 月現

地試験研究に供される予定

のものでらるが、 従来の試

験結決く長野県南佐久郡野

辺 山開拓地耐寒設住につい

ての〉によれば、 1 日松薪

20kg を炊事用に焚焼すれ

ば、室温が底間 15
0

C 以上

第 2 図 山 形 県 祁 ｬ 崎開拓 ｴｴｬｩ 而 ｙ ｽ ｬ ｾ 設住居く腰折屋根〉

第 3 図

15 



a  b  

k=i=() .378 

a  k平 1.15 b  k=H. 21 

ｾＵ 凶 防空事 E全 体

である。

1. 出入口 人の出入のため熱! l l i 'iji 不完全になり易

a  b  

第 6 図 防 寒 土 台

a  k =i=1.27 b  k干 1.07

用一一色 沖ｾ

ｾ三 ｴｫ 且Ｎ ，， ｾｦｉￇ主 ＲＵ 去さ そ ＡｌｩｬＮｊｬｯｃ
鈴 L作 " ｟ｾｾ｡｣｟＠ 伎芸ぶｾＮ Ｍｾ頑竜［ＺＱ

誉主互参山、法3 P -

c  k午 1.23 d  

第 7 関 防 寒 天 井

〈、熱損失の多い部分故出丸、るだけー箇所とする。出入 気が白山に折1入奥迄循返する級カ ーテY の引をJ . i j ¥. 、る。

口 の前には 、 ￯ｩ ￍｪｾきを設け 、 市 ｭ 建築部ｽこ入る時外からｬｩＧ￮ 3.  A;-rHJ 居聞は冬期生活の中心、 特に子供の逃場

接入らず、風l徐室又1" 1納屋のJ4t な1I ii 室をii 五つて間接τに入 となり 、移動の激しい部屋で為るから、板張としたい。

る依にする。 精子生活ーである。 出来れば電気掃除昔日ーの泌を設備して、

2  抑入 衣鎖、渡具等を入れる事11入("1、外壁に按 街閉された室内の空気の消湾i - f l j . ' o持に注意したい。

せしめぬ織考慮する、止むを得ず主義せしめる時には、そ 4.  ; R;!I ・rz 矢井面混度と床I T i i，民度との日! に( t . ー

の部の防匁構造に注主主 し、 仕切りには復古ｾＩｦｊいず 、 室内空 般に 10
0

C の聞きがある。天井良仕余りに大にすると持

再Ciio.. 立吉田

‘ 内事・・ ..... 

4  

aM 銅 色 沼 11 S¥，q， 

ＮＮＡＮＮＮＮｩｌ主主ｾー主主 ｌ

い部分に生活するとととな

るので、ヲミ* 高は小なる方

がよ〈、ムl ' 均 7 尺位が適当

と恩われる。

5. 斗L家法 ? 2 階建 ?

第i ' 日図 山形県袖崎開街地価持漠住宅 く貫構造)

用途により 仰れとも云えな

いが、防寒的には 2 階建の

方が、暖房而も江主f ー定とし

た時、有利で、 2 階建とす

る時には、特別の場合を除

き総Ｚｾ 2 践とする。自lち平面

的 のみならず 、 断出ｾＡ的に

も短形とするのである。こ

の場合にはく第3凶例) 1階

に台所、茶問、居間等を、

2 陪には寝室を とる。こ の

場合 1 階で欽諒すれば、 1  

階のみならす" 2 陪も適当

に暖房されるが、n 務室の

m度分布は師事均ーで快適で

16 



第

8

図

第

9

図

第

叩

図

二

階

建

耐

寒

設

住

居

詳

細

ある

6. .部屋の rl，さ 防寒

天井を造らねばならぬ関係

から、梁のスパゾが 1 間半

で間に合う 織にする。 4 盛

二件、又(1: 6盛[企':iI >I ('.f.Il: とし

て泊当でまbる、8 盛はWi 造

的にffi 不利 となるが、防寒

天升: が穫量となる総工夫す

れば可成り広い部屋がj持法

的に無理なくとれるで' J ; ，) う

1 。

ｾ＠ 3  惑i也住宅の防寒構

話主i去

ｅ 藍 ｴｬ 込を￡泊温度 ＱＵ Ｐ ｾＱＸ

OC に保持 しようとする場

合、必然、的に起 之、室外えの

熱の，ffi 散く安'Mt.oた〕を可及的

に少ならしめる椛造と簡単

には云える。 如何なる構造

かよいかと云うことになる

と地方的方的、せ築氏、暖肘

!L'l 、耐久性等が交鈴した復

維 な問題となる。その一つ

の手掛 りとして、デイグ リ

ーデー にDegreeday，Heiz  

gradt age ) を拡礎 とし、里主

体、;.;_ ;J"i' 、窓等の単位而訟

についての 1 年当り暖房代

く殴体等からの 1 m
2

当り の

損失烈盆 Qkcal /m
2

年 ×

黙公!&円/kcal ) と 一年当

りの往築部 L例えばO 年消

去[J と考えた場介の〉とを併

せ名・え， その手11がぷ小 とな

る如 針 jli 迭を撰ぶと云 う方

法が、総括的に判定を降す

際、ギI殺である と考えられ

る。 似 しとの方法は、Ii!築

'1!l に及ぼす経済的H司令慢なき

場 合で、 との方法が適用出

来ぬ指 令が あ る こ と も ｾｈ 突

である。 こL には、;f;l J 主が

現ttl1に適用してみて適当と

恩 わ れ る防矧 ｾ ｌｉ 造 訟 の 一例

をこ与に列挙 し、参考に供

す る。

1. 滋体

11 

接体が建物 の



了寸

.. ・・ V勧 ，.・・a・弛

ｾ由 ｩｪ
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第 11 図 カマド附組立コゾクリ ー トベーチカ詳細凶

周空売の大部分を 仕すので防匁椛造的に特} こ注意・されねば 3. 度線 防空警は防寒天井に分拘させ、屋・桜は雨露

ならぬ部分である041密的であって、熱遮i間性に11む必

要がある。 防匁的にはデイグリ 戸デーの考え方により地

主史的に構造法が考; えらるべきであるが，a: のj詰少限の要

求として一応壁内倶I j 表聞は結露しないと云う条件をと担

度ぃ。以上から壁体の熱貫流半の最大限は L 2 - L 6 K c

｡ｬ Ｏ ｭＲＰｃｨ となり ，里実体 ｦｾ Ｑｦ 造としては 、普 迎の洋風大睡

では不十分で、二霊漆喰陛叉lま2 ! f i : 土陛の外側は板張り

をした程度のものが望ましいこととなる。割也住居向陛

体総迭の大要を示せば第 5 図の如くでーある。向、盛体に

ついては熱l ' j j 'j fE率K 及気街性にi'{f 凶ずる他に、気密性が

永 く保持されると 云号見地から、機体11: 、風及び地震によ

る苦言動が可及的に少き禄注意される必要がらる。 常時強

風が吹 く生! ! ! 方では、特にこの考: [&.が必要で，生日1腕ヲトこ風

をよけろとみ、監休には、強大な筋違を入れて、これを

強問にする勾; の注意が必要である。

2. う引1: 上部の防寒l土防空早大井によるを絞上とす

る、陸梁上に厚放を張り 、防水紙を数き、防空事土く銀，腎

石炭ー設、石!火、 乾土等混合、又は鋸暦、モミガ ラ〉を約

l Oc m- 15c m厚に置き、表面を出来れば、石灰モルタノレ

で仕上げる。矢弁の熱貫流浮も星空休のそれと同程度とす

べきは当然であるc

18 

を凌ぎ、雪を支へるためにのみ設計されるのがよ L 、。積

雪地では防実家屋桜 を用ひ るこ とは特に避; ナた方がよいと

思われる。屋根裏は、表聞に換気孔 を設けることによ り

外気に治んど同一温度にあらしめ、屋根・3庭部のf肉朽を防

止すると共に積雪による種々の障害を除去す る。杭吋和1

mは構造的} こ馬鹿にならぬものであるから、極秘而iには

積雪しない様工夫ずるのがよく ，とずれば、屈斜勾仰は

6 寸以上 とし， 亜鉛鍛鉄叡去とするのが適当である。

4  床 床下は冬期密閉して外気との筏触をi底慨す

る。床下気温わ外気混にも幾分影縛されるが約 OOC附近

を上下ずる。との条件の下に構造が決定される。出来れ

ば、間際約l Oc m 二重板張とし、その聞には鋸屑又はそ

ミガラ演を充演する。床構造程度{ " 1 基礎、土台廻りの構

造と密接な関係がおり、若し完全主主防寒土台をi芯けるたE

らば、 ー索床でも差支えない。 この場合には床 下i品JUは

+ 5
0

C 附近を上下する o ( 第 6 図参照〕

5. 窓 デイグ リー デ戸の考え方が教える織に五L喋

ｾと暖 房 裂を併せ考えるならば 、 窓 く 二 ￆ 窓ＩＨま陵体に 比

し 2- 3 倍の経費を主要 し、 一軍窓はご宣; . 窓の叉 2傍の経

費を要す る。変革地住居では当然二Th窓とすべきである。と

共に、完ま商積lま採光上許容する範囲に於いて長小限に止
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むべきであるから、窓面積としては、床面積の 1/ 8-
1

/ 10

の範囲に止占うるのが適当である。これらの窓は定期の風

向を考慮し、日射熱が利用出来れば、南面させ る。 北向

の窓は結氷等のため割合採光上数果がないので、 北に完ま

をとる時には特別の考慮、を要ずる。

二軍窓の構造 二重硝子窓とし、その間際は 8- 10

c mが適当である。 出窓式に二重硝子窓をとるととは、

空 Ｎｾｊ 習の黙遮 放来 を 滋少す ると共に 、 継手ｽこ細際を生じ

易くこれを通して外気が侵入するので避けた方がよい。

二重硝子窓聞の空気層は硝子窓及びその周囲が気密t r. る

場合に於いてのみ数果がるるととを忘れてはならない。

以上の意味で窓は両聞きか上げ下げの様に気密に出来

るものとする。

以上を一括して防寒構造詳細図の一例を示せば第s 図

&. び第 9 図の如く である。防怨墜と防寒天井の接合部に

は特に注意され度し、。

5 現也住宅の改善

住居の駁房法は家屋の構造法と密接な関係がある。 い

ろりは従来の日本住宅には適するが、と れを完全た防寒

構造の家に取り入れるならば、殺人的なものとなる。防

寒精造の家では是非有毒瓦 斯を発生せぬ事長な完全な暖房

訴を用ひたい。

炊事の余熱を利用し、且然数率の大えとるものを撰ぶと

すれば 、 ｾｦ 者の知る限りに 於い て、カマド附ペ ー チ カ を

;股上 とずる。とれを用う るならば一般の暖房恭の熱教主与

が 30- 50% なるに対し、カマド附ペ 戸チカは熱主主率 8

0- 90% に遼するので、燃料の発熱量の大部分が炊事と

暖房に利 用されるととと t.r_ IJ ，熱経済的に理想的t r . もの

L・・・・・・・・圃H ・圃."....... .. ..... ... ..... .. ....・H ・H ・H ・...・P ・... ・H ・-・・・・・・・・・・・・・・ H ・・

Ｑ 出主主 ｾ ｊ 人 を 求 む

: ① ! 日専門学校程度の建築科出身 者にして、将来建築:

i 事務所経営の怠を有する黙窓らる誠実家を希望。勤務;

; 地中国某建築事務所、主として広島、 山口県下く入所;

! 後漸次副所長として待遇する外、相互の信頼によりて ;

:  ｾｴ￧ 務所議渡をも考慮 する。

. ① 大学叉は! 日専門学校建築科出身者 に し て 干 瞬 時 ;

の建材界に勇飛せんと窓す有能の士を求む。勤務地大 j

阪支宿く本枇東京に在る本邦有数の来建材会社にして j

採用後大要枇三容に通じ次第支底長又は幹部に鳴し業の;

殺に相応しき待遇を以てお迎えする。無経験者の方を j

歓迎します。

以上①②共御希望の方は至急履E聖書と写真御遡付下 i

さい。叉友人知己英他御心当りの方もｾらば御紹介御Ｚ

斡旋方願い設す。 日 本 E量 築 協 会 ;

本件御述絡t士事務局長F誠展の事。 26.2. 10 :  
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である。而乍らペーチカは従来煉瓦にて築造され、その

築造のた必には相当の技術と熟練を要するため、一般に

普及させる上に困難がらるととが唯ーの紋点である。と

の点を考慮して私の研究室では、 組立コ y クリ ート 造ペ

ーチカを研究し、これを山形県袖l崎及び新潟県川東村岡

開拓地の而憾設住居に実施してみて好成蹟を得た。これ

の設計図を第 11 図に宏九とれは組立コ γ グリ ート 造

ペ ーチカの一例にす ぎぬのであるが、との様なものであ

れば型枠を入念に造れば数多くの組立ベ ーチカが出来、

一般に普lAさせることが出来ると思っている。

コ: / クリートの調合は 1:1，5: 2. 5 小砂利を用ひ型枠

に打込む。 13個からなり 、 ラヂエー ターの様に上下二本

のポ ールトで締めつけ組立てる。 火 焔の当る部分には厚

さ約 1c mの耐熱モルタルくアルミ ナセメ Y ト1 + シャモ

ツト 7 ) の層を設けコ Y クリ 戸ト に亀裂を生せぬ様注意

する。倫各々のフ. ロックには適当に叙線を配して亀裂発

生、破損を防ぐ。白地には粘土モルタルを塗りつけ、閲

時修理し、叉ベ戸チカ不要となれば、分解して取かたづ

けるととも出来るのでらる。まだ試験中のものである

が、現在根本的な欠点も現はれて来ないので将来を楽 し

みにしているものである。とれの経費は カマド共約12，0

00円く昭京125年末〉程度である。

暖房器としてぺ F チカの他に推奨し得るものは、オラ

y 〆、ドイツ地方に流布しているカフェルオ 戸プエ Y で

はないかと思う。表面は陶器で出来てお り、美術的にも好

ましいものであり 、熱放率も 70- 80%、 住 宅暖房用と

して絶好のものであるが、吾が国では未だ製作されてい

ない。組立ベ ーチカに比較すれば幾分高級であり、建設

省アパートを暖房するとすれば、その築造費は25，000円

- 30，000円 となるが、北海道等の憩也住宅には是非設置

されては如何かと恩ふ。第 12 図は私の研究室 で設計し

今冬試験する事となっているカコエルオーフエゾの一例

である o ( 筆者 ・東京工業大学教授J
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庖 に あ り ま す

J . O. J  印ドアーハ Y ガーは車軸の周囲は鋼焼

入ロ 戸ラF ベアリ Y グ裳置になって居 b ます

から丈夫で扉の開閉が軽〈取付には吊下げを

自由に調節できます。

製造元・ 大阪・ 大同簿造株式会社



「 寒 地 建 築 に つ い て 」

ｾＩＱ は 也 建築について何か書けとの御注文なので、多分私

が大体朝鮮、清洲、シベリヤと 7):: い国を計品ていた経膝

から指名されたものだと思いますが、最後はシベ リヤヘ

抑 留された為、めぼしいデ F タも満VHへ置いて来た切り

でゐるし 、捕 況と云ろ特産のぷ ｦｾ に置かれて い た上 、 た

だでさへおのかかった頭脳に雲がかかった様になってし

まったので、一生懸命記憶の再生を試みて見ましたが、

ど うもピソと来ないと とろ もらり 、と云ってたしかめて

; J ，¥ぐる芯も出来なない今白 、かかる専門雑誌に怪しげなる

雑文をを寄せるのは、恐れを知らざるものと御叱りを受

け るだろう と思いますが、すべて「雲」の故と云号車に

して街] かんべん願いまして、 冬地 ω経験のない方 々の為

に多少とも 参考になり ましたら幸甚と。思い出寸まま、 l /.，

の経験の 一 面のみ書ｾ綴って見ましよう。

広い意味で寒地と云いますと冬期の温度により、 iJIi.熱

帯の一部にも当てはまりま しょ号が、私は主として満洲、

シベ リヤの御話をしたいと思いまず。

翼手地には御承知の如くa I ' ! 結線と云号ものが地下にあり

ます。即ち外気の温度が地盤に霊長響 して凍りますが、そ

れと地熱によってそれを防く寸度境になる点の連続を想

定して出来た ものでゐりまして、建築ではそう割問悦

デリケー トな点は需品ですので、大体今遣の最低混度を

考慮して、新京ぐ今の長春) ｾたりで 、大体地下 Ｑ 米 ＲＰ

鰹の点を建築上の凍結鈍と考えられて 、建物を建てる場

合はその点又はその点以下迄基礎 を下げ る事によって、

地盤凍結による建物の i lJl!上」 を避ける訳です。 簡単に

その理由を申上げますと、土中} こ含有される水分が外気

の低下によって凍りますが、その時膨脹します。すると

結氷点以上にら るものは全部押し上げられる訳になりま

す。勿論春になり まずと氷が解けて叉セットしますが、

上ったり下ったりしている聞に不同沈 下等が起 きて、重

大な霊長響を建物に与える事になります。然し軽量の木造

建築などは( 物量等〉封雌上に置いておくだけの方が、

むしろ安全である事もあり得るわけです。特に満VHあた

りでは材粉の関係より、煉瓦造の家屋が多いので、その

点、}こ一番考慮を払われる訳で匂す。壁体は勿論外気の温度

と遮断する為に適当 t.r. 厚さを必要 としますが、新京附近

では大体煉瓦一枚半厚でやっておりました。丁度昭和十

年頃でしたが、吉林の江岸}こ面 したととろに県公暑があ

りまして、之を吉林省公暑としで使用してお りましたが

そ の一部を取段して、鉄筋コ Y グリートの庁舎を新築し

た事がありました。取慰した建物は出来上ってから推定

百年を経過したものと思われますが、煉瓦基礎の;楳入り

蔀 村 重

は約三尺で、その下に ｦ ｟ｩｪＺさ二 尺、巾性 ｬ 尺 の三本 叩ｾ の基

礎が施しで あ りました。そ ｾｌ がコゾグ リートよりか たく

て C粘 りがらる為) 段すのに大変自営折った経股がら り

ますが、当時から建物上の山上には相当注意を払われて

いたホがうかがえます。民間の建物でらりましでもい L

E13物l土佐しっかりやっております。

建物基礎l主掘方そして在礎を施工してjijl 民ずので、自

然建物基礎の何回t-;: 他の地盤より秋いので、(l ! i 上も大d: "

く* 第一図に示す絞に/ 2 - IEji 空担くf 乙皇主主ι 箆2 主阪の

わ け ん 決 り はrA}:::: 図又旦負i{_-=.=:堕22旦仁士ーら主主主L j 事

Im図に示すt: 長に上端}こ於いて持ち上げられて、応1剤け1を

して口 を開ける機になります。

廃休については吾ベーは煉瓦腔を耐力肢として取扱つで

おりましたが、在来のものは木造の柱を立てて、梁 も之

に持たせて、線瓦Eまは カーテゾ ・ウオールとして考えて

いる様で した。度』畏についてはシベリヤでの見開と面白

い対照をしてお りますので、 ら とでお話しする事にしま

す。フラット・ループの場合、苦々も色々苦労しました

が、シソ タ〉・コン クリ { トを勾配を付けたり、耐寒用

としたり 、防水層のおさえと したり、種々な用途の為軽

量コゾグ リート として使用する訳ですが、之が充分乾燥

していないと 、凍結膨脹してパラ ペ ッ トが押し出されま

す。で之の対策としてパラペットを鉄筋コゾグ リ戸ト 造

としたり 、柱型だけ欽筋にして、ら とは空けて置いた り

或いは自 由に仲縮出来る余悠をつけたりしたものでず。

窓はほとんど戸をつけまぜんので、之を二重硝子窓と

して寒気を防ぎます。夏は内部を銅戸に絞めかえるので

、す。冬期は内外共目貼りをして、温度の逃げたい綴にし

ますが、把手があるので 自づと限定されますが、内外建

具の間隔を適当に保って、対流の起 きない様に考慮する

事が必要です。

外部の仕上げは塗り壁ですと、 下 地を防水モルタノレ塗

りとし、ほとんど 「リソイ f J の掻落し仕上げh 、 「ガ

γ 」による吹付け仕上が多く、共他安全なものは煉瓦の

化粧仕上位のもので、 「タイル」は目地より水分の導入

される事に よって、はげ落ちる外、 「タイル」自身の薬

紬掛けの部分が、同様の理由によってけげ滋:ちますので

蜜むしません。屋内でも外壁にな る部分に「タイル」を

貼ると( よ く便所とか、浴室とかにありますが〉丁度弾

痕の如く円垂形にピゾピ γ とはねてとれて、ｾばたの知

く見苦しい厨になって終います。

瓦や「 タイル」で何とか凍空事に堪えるものがなL 、古、と

色々窯場に依頼 して試験燐きをして貰いましたが、どろ

*〈第1図ー第4図lま23頁に挿入参照〉
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もうまくいきませんでした。今はもう標本的にしか筏つ

てはおらないで、しよ号が、溺海のfWlf湾瓦だけは不思議に

はげていないのでず。楽粕もいいのかも知れませんが、

素地がむしろ水分を段収し易い砂質で非常に多孔性であ

るにかかわらず、はげていないのです。で色々土を攻り

谷せて専門家と相談してやって見ましたが、色さへ出す

ｉｉｾ ｴｊ， 出来ませんでした。勿論弘の研究が、今から考えて

見るとチヤチなもので、が包Eの温度にのみ悶執していた

様で、一寸恥 しい失敗談です。

出入 口は扉をこ震にしまして外部の扉に「ウ ール」を

猿りまして、すきま風を防ぐ終にします。それほどにし

て冬期室内の温度の逃げるのをあらゆる方法で防ぎます

が、之に関連して気になるのは換気です。採援は主とし

て「スチーム」 、 「温水媛房」 、「ペ ーチカ」、時に「ス

トー プ」を用いますが、換気については充分考慮を払は

れまず。室内への外気の迫入は「レヂスタ ー」によるも

のが多く 、共他天井による換気等、 自然換気がほとんど

守.

です。叉小屋裏は密蔽しますと木材の腐敗は想像以上に

平いので、床下 も間後ですが、冬期だけ木造叉は「コ y

クリ { ト ・プロヅグ」製の登宇取付ける事があります。

実際は日本から直輸入の人が多かった¢で、これ等の施

設に無関心 と云うより知らない人が多く、従ってジロジ

リと病魔にむ しばまれる結果を惹起したI j [ が多かったもL

に思へます。

極寒期に於ける施工については、建物全体を大きな木

造の小屋でスツポリかぶせて、内部に種々な採阪方法に

より温度を保たせて、コ y クリ ート 打ちの場合、骨材を

短めでと之之三しコＺＯｾリ ート の急結を計るなど色々な

方法を取られていますが、この骨材・を臨めてコ γ クリ ー

トを名帰せしめた場合のコゾク リ戸 トの強度に及ぼず協

和H玄、前欽の研究i芯で実験の結果を発表されてし、た徐に

思いますが、今デ ーF がありませんので、磁突な写Eが報

告出来ないのが残念です。

共{也陛体を多孔性の物質又l主ホロ ー・ プロック等書式み

られましたが、要するに寒地{ - r . 大陸的気候でらる為、冬

期は' s く、夏期は暑いので外気の温度を遮断するのを目

的としたものです。

この辺でシペリ ヤに草案りましょう。終戦古前に兵隊に

取られてそのままシベリヤへ抑 留されました。ところは

「タイプシェフカ」と云う 一寸した町で、主として雑役

をやらされましたが、途中で建築家である事が知れて半

年ほど実地 に什器係として、 日本人の待I D: i を使って家を

V'ji 肝ばかり建てて来ました。このことについては而白い

話もあるのですが、叉の機会にしまず。詳しいミj H - r . 教へ

て央れませんでしたが、中央に建築局の如きものがあり

ここで各種の建物の規絡がつくられている様です。私の

見ま した図面は、零下三十度の住宅及消防屯密ーの如きも
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のと二種類でしたが、施工は半官半民の会社が之をお負

ひ、伐材はすべて国有で、伝票によりそれぞれ半官半民

のメ ーカーより規格品の支給を受けて施工ずるので、私

の滞在中はぐ昭和二十年九月一昭和二十二年一月〕 極度

に資材が不足しておりましたので、板一枚、釘一本が赴

需品でしたが、支給は遅々と してはかどらず、それも函

する為tこ、工期{ - r. メチヤメチ ヤで、然も例 の「ノルマ」

が課せられるので、閉 口しましたが、露人はお宜ひに適

当に「ノルマ」をつけている械で、吾 J をから見 ると歯浮

い程のんびり していました。で資材が遅れるZJω: わかる

と、吾々を農場英他へ巡れて行って、作諜をさせると云

った誠子でおか しなものでした。使用する器材類も 、日

本の普通の家にあるものでも 、これ程のものはそろない

だろうと思われる程度のひく い ものが、堂々たる 工場の

倉庫に大事そろに樹ぬしてらって、一つ一つ借用舌の段

なものを書いて毎日借り出す訳ですが、何分日本人 の捕

虜は器用だと云つでも素人のi1:!I でもあ り、それに給与が

悪いので皆半病 人 の様ｾ有様で す から 、 之を 指 ￬ＺｧＺしなが

らやるのですから大変骨が折れま した。建てたのは木造

の住宅三綴六戸と 、アツ シユ・コゾ クリ ート・ 7' ロッ ク

造の消防屯暑の四様ですが、露人の技師は図面も満足に

かけないので、私が之を訂正 して、プロックを作る布か

ら始めた訳です。今思ひ出すまま皆さんに興味のありそ

うなと思われるものを苫いて見ま しよろ。 ( ほんとう( - r .

建築に関係したものでない方が面白いのですがね。〉

先づ家の概念ですが、 日本建や先} こ書きま した満洲式

( 朝鮮も同様ですが〉ですと 、屋根，を非常に: r n 大に考・え

ます。単に雨露をしのぐばかりでなく 、その頭立で構造

的な安定を期待したり 、又温度の直接室内に反ぼすのを

選ける意味にも汗jいまして、叉建物それ自身の芙切にも

需要な役割を持っています。又 日本では大工の棟梁がそ

の建物の建築を指導する重要な役釘をしますが、前洲で

I- r . く朝鮮も問機ですが〕屋根屋が之にかわって、すべて指

図する程で、す。ととろがロシ ヤでは、天井が防空軍になっ

ていまして、屋根{ : t 単に雨震を し¢ぐのみになっていま

す。丁度マッチ知の織なものを想像して貰えばよろし

い。従って最近の住宅などは、合掌のないのが多く 、然

も板一枚切りでおがみとし、小屋妻{ - r . 吹抜きで何 もない

のが多いのです。あっても大きな扉のついた関口があり

まして、冬期乾草などの貯蔵庫と して、矢井哀の防寒と

一石二鳥の役割をしています。之が先づ第一に変ってい

ます。次に基礎ですが、あの辺は毎年最低写下七十Ili f立

迄下 りまずので、所諮結氷線と 云う ものがなく 、 ょくし

たもので、極北には永久結氷線と云うものがあり 、それ

以下は年中凍っている上、雨量が少い為、 非常に乾燥 し

ているので、凍上はむしろ考慮しなくてもよい位で、現

に私の建てたのも根入りはほとんどありません。 初めに

念の為に露人の指導者に聞いて見ましたが、矢張り必要



はないと云っておりました。然し住宅ですと 、建物¢外

部 ｗｾｪｧｪ りは窓台迄、秋の終り ｅ 国土をかぶせます。春にた

ったら ｩ 反省 くのてすか、勿論防 Ｑｾ の怠味ですが 、 其他室

内をおj火汁で毎年塗りを主へたり、とにかくよく家屋¢修

繕やら手入れをま占うにやりまず。そ¢点、は 日本人も大い

に学ぶ必要があると思いました。

床下には石炭; 設をす急聞なく入れた上に一寸厚板を張

り、天井は大分厚坂を二重に怒り、その上に厚さごオ程

程度石炭殻をのせます。監は御承知の校念式で、二十五

型車角位の角材を所々遼ホゾで桜込み、聞にツ ν ドラの乾

燥したのをはさみ込むのです。それでも充分ではないの

で、内部からボロ 布をたたき込みます。その上にドラ

ソグと紘ずる木摺りを十寝間隔位に F スキ 1こ打ちその上

に泥で中塗り迄してi泣いたと! ころへ石灰汁を塗って仕上

げるので寸。仕事は ロシヤ人の訊練工と云う のも乱暴な

もので 、少 々まがっておろうが、釘足がエユーニュー出

寒 地 の 基 礎 に 就 て (21 Ｈ ｩ Ｂｾ 照 〉

丸 町 乎 ・ 革 三 00'

可谷

いません。

ておろ 丹が一向平会t てす L 、l誌督、すと方も何とも思って

雪は案外少 く、吹きたまりが法っている程度ですが、

作j しろ匁気かきび しいので、水仕掛は勿論全然駄目です

が、水を使用しない木工事などは最深中でもやらされま

した。

なほシベリヤでは馬鈴惑が主食であるので、之の貯減

が第一¢問題ですが、家庭では全音s室内の床下の貯殺摩

を持っています。大体凶噸位のもので‘す。団体又は固有

の貯議庫は皆相当大きなもので、百坪位のはザラでした

が、半地下にしまして換気と、 「ベ戸チカ」による採俊

を考慮されていました。それでも相当腐敗していました

が、別に科学官句な処置は講じられていませんでした。 以

上「雲」のかかった頭脳から 、思い出すまま駄文りまし

たが、この辺で「雲がくれ」ずることにいたします。

( i 医者 ・位宅金融公庫大阪支所建築奴長〉

‘ 系= 図 ，

ｶｲｾ 野付 Ｚ Ａ＿ア戸 ｨ

| ι t  f i l i  

ド明7' 1' " - r J明 場 同ァr

? l l Hl  
「 h E i L  

h悩 4 4 d J 1必J J DLFiJ

- 1忠- 00"  

'

l

i

l

L

L

 

山一一一一…一一一一ｾｾｾｾ一一一一一一一一 一 …  
。盟主盟の利用に就てく> Ｉ争点制士会員各 位 のため毎号車 ｾｴ 聞を押 ｪ 愛して御利用を渇望していますが未だに 十 二

分の御活川がたい紋で中には切実に必‘ 認を感じながら会誌に帰載される事を快くせず何とな く卑下されている

向ふある総て柳虫、伎 τ 念に存じます 、 ｾｊ 院 の Ｎￎｬ｛ ＱＮ り 一切 医千 う て ｕｊ 符 ｦ を夜十之 、 Ｗ ， ＧＩＺ及￭Ｊｾ申越 しの条 約 二は堅く 守り御名 営

} こ関する; rJcはないと考へます。叉相互御相介を主としでたりますから笹i附越なき限り御釈介後の;[ 11:は出来る 限

り相互i! ' I 僚の御交渉、に依 り決定して頂いておりまずから御安心願ってよいかと考へます。児に i仕f 張 や調管等の

ため 特に Ｗ ｊ ｾ 務局 以外 の 人を ｭ すなど特別 に嬰ずる 以外 はすべて無糾奉仕てあります。

若し会員各ｻ立が直接ＨＧＱ素より御自身以外間接￠事項にでも ｊ 立んてｾ，宣伝、御斡政阪う不治 Ｚ 出来れば其 利則前 ｩ

(lI'( 若しく高まり会員の利益される所が多大 と考へます。物件、人事を不問街l月j の時は先ず第一にi当分¢宣伝機 j

凶紙と思召して本制を 十二分に利用 される様認識を新にされ折角の 本 抑 ｪ 一 同有 効 に ｾｊ 活用賂 らん射を切に御願 i  

Fj' J し上げます。筒淵切についての御注意、御意見 もららは御申聞かせ下 さいます線。 日本建築協会事務局長 l  
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北 海 道 年 生

1 は じ め に

今回l怨地建築特集1 : : ¥. 、う有意義( . [ . 企てに際して彩、如d"

に貸ffit. r 紙而を与えてl貰〈のはいさ L か而吹ゆいので無

くもがなの弁明を先ず一言に及ぶ。

何しろ北海道え来てまだやっと二度目の冬を迎えたば

かりなのでこちらの生活や建築について云々ずるのは笑

止の沙汰でらろうが強いて意義を見つけるとすればこう

いうことでもあろ号か。つまり現在の私はいわばヒラメ

の子供みたいなものでまだ両限ともすっかりこちらを向

き切っておらず、さりとて片限だけでちょろちょろ見て

いるのでもえにいところどが、ど 号やら北海道というとと

ろは人をすぐおとなの ヒラメにしてしまいそろな気がず

るので今のらちに言いたいことを言おちと思っているか

らとでも諒承して頂きたい。寒さというものは突に生活

条件をきびしくするものであり 、我々は否応なしにこれ

を克服するずベを学ばねばならぬ。しかも北海道で学ぶ

それは悲しし、かな自然に対ずる我々の科学ではなくてむ

しろ文化 と文明の発展に対する夜除であろうとは。

2  寒地建築に ついて

こちらえ来て先ず向いた言・業カ・ニ { L・r : あった。北海道

の開発をなしとげ文化士向上させξ ，にl土佐生活の改警が

不可i扶でそのためには寒地建築の普及が第ーだというも

っともな話なのであるが、さてその寒地建築をと言われ

ると 、シルクハットから兎を出すようなわけにはゆかな
、、

い。ちょっとこれを定義することすら容易なわざでなく

例えば犬や猫が人聞でないこと は一言で尽せても人聞が

24 
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人間であることには生じつかな定義が下せない般に、北

海道の一般の忍諜がいわゆる寒地建築に相当しないこと

( 1 : 一目瞭然であっても、それではとれが寒地建築だと口

で言うとなるとむつかしそうだと恩われる。気候条件の

生活に対するきびしさが増すにつれこれに対する防護策

が加えられるのは当然でらって、或本のように I nsul ated

bui l di ng墜体の伝熟数 O. 2Btuj f t .
2
hr 旬 以 下 と 定 義 す

る程度ならとにか〈 、全てを合めてのハゾデイキャッァ・

の埼加に一線をill1J してこれに看板をつけると L 、うのはい

わば為にする煩の使宜ででもああろ号か。しかし之とて

住宅その他のｾ嘆の向上に役立つからは普及対策でも実

施計簡でも何でものつかることは望むところだけれども

突を言えば持ち出すものは至極当然な原理を特に奇もな

い方法でねり上げるのだから何だか看板まけがしそうな

気もする。 一つの言葉にとらわれて概念的にあっかわた

くても北海道では北海道らしく叉東北や北陸ではそれぞ

れその地方らしくあればそれでよく、そこまで述すれば

自ら概念泊な話も進むように思 う。しかし本誌にはt泊先

生の御高説がたくさ人集るから とんなことを言うと後で

穴を掘って入らねばならぬかも知れないが今は盲蛇。

3 燃料について

北海道では燃籾の後宮さが建物の程度を下げた原因の

一つで、冬の生活を容易にすると同時に悶燥にもしてい

る一一つまり何か復殺な因果関係がある一一ように考え

られてならなし、。

明治初年開拓のはじめられたころの家は当時としても



何とかしたいと思ったと見え、露国から技師を招いて家

を建てさせたこともあるようだが、植民政課に金を出し

惜しみしたためかどろか形ばかりの洋風は真似られでも

実質It.失敗に終った。もっともイ ロリひとつが緩房設備

故開拓住居の改善は無理であったかも知れぬ、燃すべき

薪はいくらあっても冬の炉辺の生活は本州のよろなわけ

にはゆかなかったであろう。それゆえストープとガラス

が普及して北海道の生活は一変したといわれている。し

かしその後はそれっきりで現在といえども家とストープ

は当時といくらも変っていないと言い得ると恩号。そし

て不思議なのは今の世代が当時の一二世代前の人々¢満

足したように満足しているらしいことで ある。 燃調霊堂の

点でHt. オ4 手前まではそれほどの負担ではなかったらしく

今もなお恐山村の大部分では薪は大体労力のみで得られ

るよろだが都市ではそろはゆかなし 、。我 々がー冬にス ト

ープに投ずる札束は一万数千円に迷ずるけれども とれ も

いわば長年の習慣から要るものは要るのt:. カ当らと いった

あきらめに通じている機な気がするので、石炭 代の獲得

に際してはストでも何でも辞せぬ程血眼になるが使ろと

台には多く買えればそれだけ焚き少ししか買えなければ

ふるえている以外に工夫 もなく 、一粒ー粒の石炭を途方

もなく商! 耐こ思 う新来者の我 々でも 、無芸大食然とした

ストープの口え溜息と共に絶え間なくこれを注ぎこんで

いる。またストーフーをたくための阪の処理や煙筒掃除、

煤はらいや下ift のよごれに至るまでの始末l- : t 殆んど主婦

に課せられるが辛抱づよい役彼女達は抗議の火の手をあ

げよろとしない。

思ろに、例えば壁体の保温材につぎ込んだ金を何年間

かの節約燃料費で償却するとい。如き3手術が出来ない¢

もとの辺に幾分の理由があろ刊誌。燃' l SFi;'i t 1 原酒渇問題が

焦眉の急とあれば、ｾ房燃学ｽの節詰まは個人の反省にまつ

は勿論、政策としても当然手を号つべきであろうが、た

だ耐乏生活を強いる級ｴＮｲＮＮ無古問主ｾをくりかえさせないた

めには我々の責任甚だ大とい ろべきだ。

4  ストープについτ

到慣というものは理路ではなし、。パカえに話がなかなか

パカにならぬということなのだが、例記コ公庫の荷虫干事で住

宅をたてるのに保温工事をす '>.lDられ無理をしてその通

りにした一人の抗議にとんな実例がある。この家に入っ

てからストー 7-で‘ 飯をたくと暑くてとまるのでいつも窓

を開け放すがとれではいかにも勿体ないし家に金をかけ

ても何にもならないから保温工事などしない方がよろし

いではないかといろ のである。 北海道の主婦は炊事万端

をストープでまかなう。こん なに其赤にもえてい るス ト

【プがあるのに更に七輸がパタパタやる必要がどとにあ

ろう。木炭、ガス、電気、使い易い炊事用燃斜は全て石

炭より割高につく。とし、うわけでｾ 房器具たるス トー プ

を真夏にも たいている家庭が農村で20- 30%¥こ達すると

ころがあり、都市でも数% はあろう 、 冬ならばむろん

100% と思って間違いない。夏だけストーブを土問え下

したり 戸外え持出すのはよい方で、冬と同じ部屋の中で

汗をふきふき保ーで飯をたく風景も決して話半分とは思わ

れない。ことでは燈房 と炊事の分割はいうべくして行わ

れ難い問題のーつである，

今一つはス トー プ礼E誌のことで、まじ占うにとりあげら

れたことはないが注目に位すると，思号。突際規状の様な

熱損失の多い住宅では皮肉ばかりでなくスト F フ' にかな

うものがないといえる。すなわち胤援の表面温度低 くす

きま風が多いた lD) こいきおい熱波、の表図温度を高くし同

時に気温もずいぶん高くせざるを得ないわけで、それも

持続させるに使であ るよりはむしろ忽 ちに して高温 とな

ること をよろこぶが、この様な要求に文対tして最も安価に

合致するのがスト 戸フ

にスト - プを用い ると室内の委気t洗激しく 温度分布は甚だ

し〈不均2等gで空気は乾燥し上と半幹J身宇はあたたかくても足も

とlはま空寒事〈し、狩4射吋のた主bう』身r体の半側tはまあつくて半側が望寒事い

とLい、寸う温暖感の増進にiはま逆行する結来を生じるので、と

れを補うベくますますスト ーフヲこ石炭を喰わせるよ うに

なる。ゴウプウ パチパチと景気のよい音をたてる ストー

プのそばでピ - Ｉｾの前なひくとい う「 冬の夜のたの し

み」も昔語りとはいうものの未だに頭のすみにあるら し

いが、これもストープの罪( 或は幸? ) であろう。上述

のように斑! や頭があっL 、から冷たいピ ール の口あたり が

よく 、醇 いがまわれば足もとや後ｾＡ邸まかりさむいという

違和感もなくなり零に均れた単調さや仕事のない、無り

ょうも序に忘れようと言うのであろう。これも但し私の

解釈だからあまりに穿っているとでもこじつけと でも思

われてかまわぬが、とにかく言わんとするのは欧米の最

新式住宅などにもまだ浅っている 7 7 イアプレ ース とは

大分意味が違ろが 、 ｾＱＱ 毎道 人 のス トー プに対 す る 愛 着が

なかなかのものだということであ ξ 。

5 板張 リ床について

経済的理由そ の他か ら住宅では一室以上採 起すること

は稀であるが、との一室のみの採俊室は当然居間或は之

と同じ用途にあてられている。そしてこの部屋はストー

プから出る煤や灰の始末のために板張り床とすることが

多い。椅子式と坐式と のこ室生活の解決が昼の使用のた

必に困難となってい るものとすれば、この板張り床ほと

の点、好者r合な会主件のよ号に見えるけれども 、実際はこ こ

に椅子式生活を迫 入することはむつかしいよ号で、その

原因は習慣の外に椅子式家具が側絡と大きさの点で使用

し難いことにもよるが、更に床面iの温度の低いことも大

きな原肉の一つではたかろろかと忠号 。昨冬北海道ゐ数

例の長村に於ける誠査とその他の実測 の例では床上 100

- 120cm の高さで 20
0

C をこえていても床直上の気温

がl OOC 前後といろことが多く 、少 し条件がわるければ
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呼I ! &高で 22- 25
0

C もありながら 床では 5

0

C 位より上

昇しない。してみれば腰をかけているなどとは思いもよ

らず、足先を尻の下にしきこまねば冷たくてやりきれぬ

といろ実情だ。鐙室と客室以外に昼の使用を断念してい

る住宅というものは果して前進か後退か疑問が多いけれ

ども問題は指導の如何にもかかっているよろで、ここに

住む人々とよく話してみるといくらでも不満足が出てく

るが、ふだんは 日常生活機式の改善も意識下に置き忘れ

られているととが多い。越冬のために倍加する家庭の労

苦を軽減さぜる号えにも、先ず生活の簡易化が望ましい

がこの対策がなかなかD D Tやペニシリ γ のよ うなわけ

にゆかぬのは果して如何に。

6，おわリに

ともあれ、寒地住宅の問題l" t 近年とみに喧し ノ北海 道

に於いても一部には関心が高まっているよろに見受けら

れるけれども、前途は注お多難を恩わせる。労務費資材費

等のハ Y デイキヤツフ・のために、本チHe . 間程度にしても

坪当り単価が増ず上に、保温工事や面積の轡l婿を加えね

ばな らぬ。更に大工の技術の低下と施工の粗雑さが避け

られt r . いとすると住宅の質の向上は空論に終らねばなら

ない。この聞の見通しが楽観的でないままに啓蒙はすす

必られているが、やはり受取る側と与える方と的の外れ

ることがある。 例えば最近満洲や樺太からの引揚者によ

る見聞が憎したことからペ 戸チカやオゾドルの知識が出

来て、 一体とれらやストープといずれが最 も寒地向きか

とい 号如き質問にぶつかることが多い。はずかしいこと

に私はこれ らについての正確な知識をもっていないが、

媛房設備の改善が住宅自身の改善に先立つ場合ではなし、

と思っているので、そうい号 人 々には先ずスト 戸フーをた

いていてはあっくて岡るよラな家をつくる事をなっとく

させよ号とするがーこれとでなかなか期待出来なし、。そ

れとい号のも例えば先般寒地向住宅 として試作されたい

くつかの場合に石炭消費量を調査してみても 目立つほど

減っていなかったり、やはりとの機な家で緩房器の過熱

から全焼させたとし、う様な4 l " ) 情が我々の勇気をしぼませ

るからである。

私自身もえり元え粉零のまいこむ」新築」住宅でこれ

を書きながらせめて石炭 l 噸分の代りにロックウ ールや

ガラスウールが 1 噸買えるならなどとままいてみたり、政

府が勤務地手当をこちらには30割もだす位の腹でられば

開発計画も万事に潮干りなかろろに、年に一度それも僅か

の石炭手当が寒冷地手当を出ししぶらねばならぬよろで

はこちらのｾ諜には素 人 の株買いのように損ばかりしな

いかと都合のよい心配をしたりしているが、やがてどう

にもならぬままに年を経て北海道生活を卒業するところ

に、スト戸プのそばでピ 戸ノレをたのしむよ号になってい

たらと 恩ろと さE恐ろしい気もする。

く筆者 ・北大政撒授〉

寒 地 住 宅 雑 考

日本の建物殊に住宅は、夏の防暑を最も肝要と考えて

建てる習慣になっているので、冬は誠に寒い思いをしな

ければならない。永い間日本民族は英の状態に慣 らされ

て来たので、大した矛盾を感じないか、或はしかたが泣

い1こあきらめているのか、別に防寒上の工夫もそう普及

しないよちでｾ る。あま り大きくない Ｖ ・ ｬ 援乃 至 Ｘ 座 長位の

部屋ならば、火鉢があると 8
0

_ 1 0
0

C 位の室温にはなる

し着物を着て坐っていると 、ー応は坐業ならば仕事も出

来る。なお寒ければ出逢を入れて裳てしま えば、たとえ

患が白く見えるような地方でも結構安眠出来るし、英の

ろもに春がやって来ると云号わけで、 宛 も冬眠生活をや

っている事になる。台所英他立って作業をやる場所があ

るにはあるが、そんな所は亭主の知った事じゃないとし

て過して来たのである。しかし都合のよい椅子生活を収

入れて見ると、成程日本住宅の寒さが半uる。

Hunt i ngt on は、 気温が適温であって ( 7 - 22"C位〉

数日の持続を以って年20図位の寒波が来る土地を理想的

t.r. 憶康地とし、之に該当する思想郷は、 「相当高緯度の

大盟海岸叉は島倶邸宅b北仏プリテ γ 半島を中心とするロ
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ゾドソ、パ リー間の地域、或は北米の一定地域・ 4 ユー

ジーラ: / ド等反び緯度 30
0

附近に於ける 2000- 250伽n

の高地で惣波の来る処」、と指摘し、此の普天候的特徴と

文化の標準く創意力: 新恩溜新学説の思考力・ 実 行力 ・

自ffjiJ 力 ・正直及道徳 ・イ由民族の指議力・理想の宣伝力〕

との相関が以外に高いことを証明している。日本は之程

理惣郷ではないが、輪、之に近い気候帯! こらるのに、文化

の水準が之等の土j也涯でたいのは、日本人の風土的性絡

が夏の高温多湿に大きく多饗されている事勿論であるが

く今は気候の問題だけに限って考えている〉冬の寒さに

対して消極的であり過ぎる事にも関係がらるように恩わ

れる。 i 寒さ」は上述のよ号に時.々 「期j段」 として働く

場合は誠に好都合なのであるが、持続的に寒気?こ曝され

ると性格f" t 鈍重不活溌になる事は衆知の2l rであって、「日 ー

本の北国の採援方法を改良して充分な暖房設備を持てば

衆冷剰設が断続的となって生活も性格も一変する」と云

号意味の事を久野寧博士は書いていられるが、考うベｾ

事と思われる。

叉。一般に月別死亡募の山は冬にあるのに白木では山



Ｚ｢ ｾ 冬と夏と二つある。だから夏の防暑が必要であると云

号事にたるのは之も勿論ではるるが、現在の衛生状態で

は夏{ ' t 消化器系統の伝染病が死亡率を高か，らしb ている

:eJ_'j:が大ぎ くて、住居に関係深いのは寧 ろ冬である。過冷

現象に基く手L幼児死亡や肺炎 ・急性又は慢性f気管支炎並

に流行性感冒結設等による死亡が高いか ら全体として山

にな るので、極寒気候でないの! と過冷m匁を生ずるのは

住宅の不保i誠に大きいと云わねばならぬ。最近はペニシ

リンのおかげで、肺炎等の死亡突牧は減少しているけれ

ども権思数は絞っておらない状休であって、防暑の方法

よりも防匁ーのヌア法がより易しいのに色々の事情で笑行さ

れ たいのは残念なきt，でらる。冬の山をなくする事は不可

能だけれども、今少し防寒的な住宅にして、生活機式を

工風すれば、欧米言者国とはずっと大きい絶対値の開き・を

縮める<l jrが出来る筈: でらる。

以上 は保健と云号立場から防寒の必ｾＡをこ ・ 三考えて

見たのでらるが、ま. だまだ多くの理由がらげられるであ

ろう。叉作業能率の聞からも日本人は非常に大きな損失

を蒙っているので、何 とかしたいものて‘はある。処が従

来からの民統の鐙と経済的な不如意から笑行は仲 々に難

しい ｯｾ 識と熱意と努力が要るわけである。

x  x  x  x  

前自Hは臼ヌト; と: ! }汁ZJ が大分違うようであるが、日本人が

寒さに如何に対処して来たかをふりかえって見ょう。建

築設も安く石炭も自由に安く手に入る頃は耐寒建築も誠

に楽でるった。ペーチカをどんどん焚いだ、 厳ｾに 浴衣

掛でピ ールをf r ) ; むろまさを楽しんでいた時代があって、

むしろ如何に低温生活をすべきかが問題で、室温をらま

ち上げるな、換気を充分にせよ、戸外に出て外気にあた

り日射を浴びよ等と叫ばれたのであった。大分日本と様

子が迷う。処が次第に物価が上って来てのんきにやって

おられなくなり 、石炭も不足を包・げて来ると 、所謂i選寒

而肢と云う写Tが建築技術上に問題となって来た。ここで

再び怒さと云うものの本質を突く研究から出発しなおす

事} こ沿ったのである。建築家( : 1 : 先住民放の手法をZミ似た

原始的な構造から再歓討し、衛生学者や生理学者l工夫開

生湿の問題から出直' すと云うわけで、在消研究桜関l主挙

って尖の成果を発表したのて、あったが、当時日本てーは南

方問題に忙しかったので寒さの問題に目がとどかなかっ

たのと、敗戦の結果資剥が敬いつした1. : "に案外知 られて

いないように忍われる。

兎} こ角中国人 く北部と南満と多少迷う 3 ・白系ロシア

人・ 朝鮮人の建築構造法 ・生話緩和叉深夜法の研多'fから

後にはソ聯例制:沼が恰爾浜のナウ ーヵ11災他を通じて

入って来たので、来の文献的研究等相当広範習にわたっ

ているのだが、既に石炭の不足は単に採i医燃料c 問題で

なく、セメゾト ・煉瓦をt Jめ、れらゆる建設材料の不足

に迄発展し、市博建築と云うのは「土でも何でもいい、

兎に角如何にすれば安い住宅が出来て一応は寒さがしの

げる程度のものが建っかと云う生物的限度に迄伎は低下

していたのでる る。 かくして遂には防空上 の要求と相侯

って「ゼムリヤ γ ヵ」が庶民住宅ｾ ， 標準型く幸にもあま

り普及しないで敗戦となった〉に指定されたのであった。

Ｈ ｾｴ￱ ｾｩ で此の生活を強いられた 人 々にとっては誠に気の

認でるった。 こう tt. ると技術は庶民に奉仕し得なし、。コ

生活の最低限度ではなく生存の最低限度を何処に持って

来るかと云う事は誠に難しい問題で、健康な人体の猿境

に対する馴応力や、 一時的な耐力は案外に大きいから精

神力で灘関を克月見せよなんて云う主義でやられると技術

的な級等引きょうがなくなってしま う。 誠に悲惨な 「自

然淘汰」のままに放置されていたわけである。( 私は英

後沿海洲℃半地下¢野菜貯蔵庫を改良したり或は自分で

掘ったりしたゼムリヤゾカ? こ一年半ばかり生活させられ

たのであるが絶対に人聞の住めるものでない惑をつくづ

く体験した。

x  x  x  x  

以上のような過去の経験から見ても 、所謂寒地の建築

と云うのは、劃期的な構造訟を考案する事は容易でなく

極く常識的なものになってしまうが、之がイ中々 経済上実

現困難である。満洲に於ける研究の方針も; ! { : の主なもの

伴次のようなことでらった。

L  熱立流率ぜ出来るだけ小さくする材粉及構造法並

に熱容盆の大き な壁体構造。

2.  気衝になる細部的工夫。

3.  床反天井の熱遮断法並に屋恕- 材料。

4.  窓反出入口の工風。

5. 主体反細部の全rtli .浩体の防湿防水問題。

6. 1m上町隙。

7. 経済的な採陵法。

まだ外にらったかもしれぬが、大体こんな処でらったと

思う。日木では此等の工夫が互の防署・( 核械的冷房法を

用いないで〉と反しなし、かどうかの l吟味が必要になって

来るが、何れも金の掛ることびかりで、坪当り 21，000円

以上の住宅はぜいたくで、融資の対夜l ' にならない現状で

は突現は不可能に近¥" ，] : ; で、当分は「止te:; .冬を阪かく若手

す方法」式の ､ 思 い 付 き程度ｾＮ工夫をこらすタトたい。例え

ばよミ監t : 進でIl t X 風の多い「散り J C 部分を気密になる工事

をしても 、大工や左' 自手間がぐんと上るし、Z工島j色その

ものをも少し防寒的} こしようとしても坪当り単価{xr:;く

たり、況して叙遮断性の大きた新材料等思いもよらない

( 私の家は戦後の典型的な安ふしんだ泊、ら阪間風が至っ

て多いのて 、北 側だけ窓まわりも ｾＭｾｩ 子立つ間肢も全部 ｴ､Ｑ 反

したが、 こんな司1効βか、E荻史刻lは主t掘5短熔をi心k♀;与iるとか、止此tの程E度Eの

工風治が:旅庶:IET

桜哀へ、匡J広告定から外音仁へと主たえの為逃げる然訟はお話・

にならない。Ｈ極 フ￬ｊ ｩ ｪｬ ， でｻｾ工夫Ｚ ｊｪＧＮ 而 ｩ てコ 完 全に防空事する￠が
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信識でらる。コ

も一つ。日本は地震園である為に紹績式構造がいけな

い事になっている。 これが防寒建築には工合が悪い。 日

本が将来宮b る国の仲間入が出来て優秀な遮断材が使用

出来て、ai r condi t i oni ng が普反する時代になれば別だ

が、それ迄I' I 壁体の熱容量を大きくする為! と墜を君厚に

する のが手取早い。私にはよくわからたいが、寒い地方

で、 「先ず先ず被援的な気躍はないだろうから此の程度

でよろしい」と構造学者から耐震程度を緩和してもらえ

る地帯はないのだろうか。兎に角、耐震耐火防暑妨寒等

すべての要素から標準型を決定したいものである。震災

でやられでも戦災で焼出されて も、20日か30日で家が建

つ のだから復興の気力と速度は欧米と出絞して甚だ大き

い。外国人が驚く程である。誠に日本人は気がさつぱり

していてくよくよ ・ していたいと見られるのだ が 、ｾでも

E震でJ も新しい ものを喜び古いものに執議 しない国民性ま

でも作りあげてしまって、戦争} 乙敗けたら2000年の箆史

迄 も無視否定しようとしている風潮が見えるが、これTき

はいい建物が出来そうにないよろに恩会る。質より量を

急ぐ今日、至る処にスラム化しそうな住居が勝手に建て

られているが、 一旦出来てしまへばイ中身改造出来るもの

ではないが、講和でも成立ずれば、必ず何年後} こは断国

政兵ずると云う具体策が欲しい ものだ。

x  x  x 、 X

最後に採E霊法について。日! 4 三人は火鉢で手をあぶった

りストーでを真赤} こ焼いて其¢ほてりを喜ぶ。そして温

水爆房の織な緩慢な方法を好まない傾向がるる。これは

生理的に日 本人が直韮跨射然を要求す るのであるかない

かは判っきりしないが、 満洲でペ ー チカや湿 ｊｫｾ 房で 一

応努濯しておきながら向「どうも火鍬がないと寂しい」

と云う人が多かった事は事実でらる。これは中国人が坑

を好み、朝鮮人が温突を好み、英国人が fire pl ace を

好むのと問機心理的な ものではなかろう か。

此め民族的伝統は以外} こ科学の眼を曇らすもので、満

測でもこう云う事実がらった。満洲と朝鮮の境界鴨緑江

を距てて安東と新義洲がある、( 今は何と云うか知らない

が〕。安東の方は満鉄がロシア人の防寒構造を採入れて

建設したから車Fの高い煉瓦造の建物に盛を敷いて採暖は

丸型ペーチカによると云うわけである。新議洲は朝鮮式

であって軒の極b てひくい真壁構造の建物にスト ー7' 鐙

房で- *はオソドルを利用する。気候はどうかと云うと

安東は鑓江山にいだかれて大速に次ぐ桜の名所と云われ

る程の暖さであるのに新義洲は鴨緑江を吹ｾ渡る寒風が

真正而に当る処で、会く逆でーらる。伝統は逃れ得ない遺

伝的宿命でるるけれども 、それだけに又冷静な批判が常

に必嬰でらろ。

さて火鉢Jまそれ程日本人に好まれるけれども 、室全体

を暖める暖房法だとは云えない。木炭や煉炭ーで暖房する
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には相当多量を燃焼して余程に気密な稽主主に しなければ

ならないが、そうずると必ず炭火中毒の問題が起るに途

いない。何か外の方法が必要でるる。

統 とか温突はど うだろうか。此の二つはよく 似ている

が坑は煉瓦ばかりで造り温剣士石で造るので、後者1' I蓋

が板石で出来ており、仕上げに豆f白紙が張ってらって水

拭も出来るので清潔さからも強さからも燃焼理論から も

優れている。近頃流行の床暖房のかわりにならないだろ

ろかと思え るが、防湿の点と防火の点から現在の木造建

築には不可でるる。只試みとして充分気をつけてご三や

って見るなら仲々 cOmf or t able なものが出来ると思う。

しかし大衆性はない。

ベ F チカはどうだろうか。ベ 戸チカ I'I fi re p  l ace をプ

レストの処で議熱し ようと考案されて発達したもので、

極寒地独特の形を持っている。蓄熱量が大きす ぎるので

日本ではもEえないと云われているが、北海道とか匁い雲

固では改良すれば大いに利用出来る L 思う。ソ聯では燃

斜が薪から石炭に変って以来‘ B rabee' の Kachel of en の

改良にも刺哉されて燃焼理論、煙道型式に新説が発表さ

れておった。蓄熱も所謂大蓄熱型から中諮翼手型ｾｻま小蓄

熱型へと遜りつつあったようでるる。従来のベ戸チカの

改良は煙道型式も必要だが築造が非常にむづかしい妻都で

ある。黙練工でないと効率のよいのが出来ないのは蓬だ

不便でるって誰が築いても同じものが出来上る必要があ

るこれに材殺が建築用の普忍煉瓦でなくべ 【チカ専用の

7- ロツグを使えばよい。焚き方も多少総連を要ずるが之

11 : 暫らく焚いておれば慣れてしまう。

此の舛採暖にはス ト戸プの利用が最も手取早いかもし

れない〈北海道のプ リキ製ストーブ等簡便さもらり愛き

ょうも あるコ。ス トープよりベーチカの方が優れている

かどうかに就いては簡単でないのでま主には述べないが、

何れにしても鰹突は余程注意 しないと工合がわるい。

以上採緩法l" t 色々 25- えられるが、冬の生活を能率よく

快適に しようと云う意慾iがt r . ければお話にならない。寒

地向のイ主宅{ ' I 平岡計画から変って来る上に生活段式も衣

食住すべての点で改良されねばならない。電気瓦斯温水

震は蒸気暖房等が自由に採用出来るようになれば、問題

はないので上述の事は総て不必要になってしまう。平く

そう云う時代が来て慾しいものだ。〔筆者・大阪市大教授〕

= 子 吋 / } ス

フローリンヴ‘
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札 1琵 の 住

割各高島およびもないが、せめて歌紫蘭谷まで

紅差段? の代表歌詞である。ィ、得. の西北方え突』出し

ているJJ: 丹半島の突端は、数々のアイヌの伝説を桜めて

円 切

いる神威岬で、沿海航路の紙所だそ号である o ; 6?. J 各高島

は、この半烏の北側、 DPち神威岬より奥、歌棄磁谷l士、

半島の南側にある漁村でらる。幕府l士、アイヌ政. mユ上、

神威岬以北えの本州人の女人の通行を厳禁していた。そ

こで当時段盛をほこった江差、松前などに主主る女の、春

が来て遠く奥i也へ往った' 1 ¥' 1 ・人に対する切々 たる思慕を諮

ったものでまbる。

小樗l" 1 当時まだ部落をなしていなかったし、殊に札幌

は、現在北海道大学の校庭や悶附属植物園に見るような

僑木の原生林で、熊や鹿の棲息地であった。それで、こ

とを猟場とするそれも極めて少数のアイヌが、点々とこ

の樹海の縁辺に住んでいるに過ぎなかった。

函館に五稜廓の竣工した安政 3 年く1956) に仰以北え

の女人禁制が解か

れ、翌年、札幌の

東南を流れている

盤平}II の川岸に志

村某なるものが妻

子と三人で来り住

んだ汲守をやり 、

又幕府の命で夜具

十人前を備えて通

行屋を営んでいた

ついで堕応 2 年・仁

1部 6) 幕変大友某

が札幌の東北 4 キ

、ー ち』

ロメートル程のところに入勉. し、その伎芸誌を役場と称 し

て運上物を扱っていた。この通行震と役場が明治政府に

よる札幌本府建設のとき移されて、 ーは仮本陣、ーは判

官の第一者向股宅となった。明治 2 年( 1869) のととで

ある。本陣というのは官設の旅館であり、判官は北海道

開拓佼長官に亙く・上級官吏である。この二つの建物の大

きさや造りを知る資料がなくて遺憾である。恐らく丸太

の掘建小屋ではなかったであろう。

明治 2 年、札幌を北海道開拓の本府として建設するこ

とになり、先発の官吏によって原生林の一角に15.坪の草

葺の仮Z事務所が建てられた。 12月 3 自のととでらる。と

れらの官交に随ってス殖した棟梁や職人は東; f fj也方出身

の人身でおる。

この仮事務所について「床は下に査を積み、その上に

家

福 岡 五

墨を数 ｾ Ｑ 尺 震の高さとしたるに夜半にいたれば 、 その

床 1 尺 6 寸イ立の高さとなりしが、是皆霜柱のため t.r. りき

ｒｾ の夜中に来るは常に炉火を絶さずして之れを禦ぎ」云

々と伝えている。土間床の草小屋で; ! t って、切炉の焚火

で緩を採り野獣を警戒したのであろう。

4 年に開拓使仮庁舎が竣工した。建坪53坪、柿葺石置

屋根の平家で、土塁で固まれた放地の正面に冠木門がら

りそのつきあたりが式合つきの玄関であった。武家の役

宅といった構えで、屋上には室主楼があって時を報じた。

当時の官変は両刀をたばさんだ武士姿で、冬は「多くは

襲靴を穿ち白ラシヤにま文目rrを染抜きたる羽織を指し、筒

袖を用うるものもあり 、冬季外出の際は赤毛布を被るを

例とした」。時代劇を見るようた、まととにほほえまし

い珍風去であった。

仮ものとはいえ、開拓伎の庁舎がとんな有様であった

のだから当時の民家はおして知るべしでらる。 r民家は

る。

草主主屋根に大山棒

の煙突を附けたり

」とあるよろに、

土間床か、低い坂

床で、炉火で生活

した。恰も造材の

山小屋のものばか

りであったらしい

大山 というのは酪

酒の名で、その樽

の底を抜いて煤出

しの櫓に代用して

いたというのであ

尤も彼等に しても札幌が、今日 の札幌まで発展すると

は塁手にも恩わなかったろろし、資材も労力も不自由であ

ったし、本当にまにあわせだけのもので我唱することに ・

したととは無理もないととであったかも知れぬ。それは

とも角、官民共に北海道の寒さを恐れず、一方先住族の

アイヌの佐宅からは判ものも教えられることもなく 、寒

地建築に対する何等の用意 もなく考慮も弘わずして札鵠

建設に乗り出したわけである。

然しこんな火に対じて危険な民屋のみが続々建てられ

ていったのでは森林に掴まれている札焼は定撤この上も

ないことが問題となり、開拓使は御用火事という未曾有

の命令を下し、森林えの延焼を警戒しつつ全草小屋を焚

きはらってしまった。思いきった暴挙であるが英断でも

m 



あった。との放火を免れたるもの東本願寺ほか一軒であ

ったと。東本願寺さえ、との放火に該当した草小屋であ

ったことが判る。との御用火事について「蒼海楼は、こ

の当時なお草小屋にてありけるに、自負人等忽ち集り来

りて見るまに四方板造りに改めて鑓に判官の放火を治れ

けり」という話が後っている。これで見ると草小屋とい

うものは屋根Ｍは勿論、タｾりも立たどで囲ったものをい

ったらしい。蒼海楼というのは札院で長初に開業した料

理屋である。

かくて「御用火事を断行・して以来椛n板監を建てたる

も、屋根1" 1 釘を用いず、隣人中目後けて自主玉、鎧玉虫字とな

し、その上に玉石をおき、石なければ薪を用いて之を支

えたり」という民屋が多くなった。本州の日本海沿岸の

漁村や奥地の山村に多く見る民度そのままのものが出来

たのである。古い写真で見ると何れも勾配のゆるい石畳

量級、抑縁どめの薄い下見波張の外壁、浩司( 玄夜ともな

れば、下半分l三板戸、上半分は紙張F辛子の部がまえでら

る。世火l主総燭h 、めんどん、後には石油ラゾプが使用

せられたであろう。スト ープはまだ朋L 、られず、炉火か

炭火で援を採った。枕もとの茶碗の水はやaJ 見) . L( ま凍って

いるし夜具¢襟にlて自く袋iをおL 、ていると し、う有t >Rであ

った。 北海，道に住

みなれた者が想像

しでも怒 々とした

有機でお る。

北海道は、エ ス

キモ戸やr ロツコ

などの慰北民放の

ように冬の家とし

て、氷の家や、土

で夜った穴居式の

住家を必要する程

の極観也ではなく

所謂1! l i J . 基地平告で; t; _，

るた占う、こんな粗末な家でも兎も角も越冬できたし、冬

は惣いものとのあきらめや、雨認を凌ぎうれば足りるも

のという道知悦家に対する感念や、経済的たよぎなき

ゃらで札幌のｾは、この琶の民家の集 団と して 発展 して

行った。

極北民放の冬l主、全くの冬筒りの各限生活でt _ ，るが、

これは還境によりする必然である。が北海道でも、 以上

のような住家での冬の生活は自ら ｾｉＢ 能 率 的で且非文化的

な半冬眠状態となり勝である。是非処理しなければなら

ぬ刑事でもなければ、昆日中から酒を呑んで結局万年ペ

ツドえでももく・ b込んで了う日が多がったゐではあるま

L 、泊、。

開拓伎は、顧問外人の勧告もあり、民家主f こんな惨恒

たる状態} こ紋置すろ ことができなくなり二明治 9年く19
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78) 黒田長官によって衣食とともに住家の改良に関して

爺遼が出された。 ｲ 就中家宝は防寒の長も緊ｾなるもの

にして」から始まり n設に官庁、学校、病佐等を始め、

遂次官設の朱五tlま西洋裂に築造、人民の撲犯に供し」と

開拓使の施策を示し「相応の生計を蛍む者ーも、 従来の弊

習を株守し、絶えてi(か患の注意なく依然たる薄弱の家蚤

なり」と{ 主家の非不測瓜句である ことに注意を喚起し「欧

米両洲の北方、北海道}こ倍せる酷寒の地に往するものは

一家壷はいl墜堅牢にしてよく外気を閉ぢ、接担を用

い、室; 巧温ヰfl J と防寒住家の生活の文化性を強調してい

る。この年の12月には官庁、学校の木製の火; 加を廃し、

洋式の虚炉くスト戸プのことであるが、 当時はストープ

という諸は剤いず、長崎辺で用いられていたオラゾ F請

のカーヘルが' 自・11活でらった〕を用いて人民の筒たるぺ

きを捻達し、 官衝で火鉢、煙草室主を禁じた。

! 込田安官¥" t 宋盈の改良については非常に熱心であって

欧米をもｾｾ察した結果、ロシヤ式丸太組の住家が最も北海

道の滋箆に適したものとして、丸太組の工匠及ベーチカ

職入手手数行ずつｬｦＧ ［ｾｗｊ して官舎 、 屯田兵屋、工場殊に札腕ｽこ

("1Bt ISj1 120坪 2 階建の渓最学校とい号のを建築して、特

泉な校舎として市民の自を驚かした。明治13年のことで

ある。しかし是等

む家屋は一つも現

存しないし丸太組

家塗の後につづく

ものもなく消え去

って了った。日目指

伎は更に; rii 位、土

夜、ロシヤ式丸太

紹住家 Ｎ ｾＡｦｯの対立築主

に1I!:f U資金を貸出

し、 所詔洋風の' 官

舎もJ Ti . j ; ( 民間に払

下げて実物数背を

行うなど住宅改主きにはかなりな努力が払われた。

開拓使には駒治 4 -'<f-から15年までの聞にアメリカ・イ

ギリス ・オラゾ〆・フラゾス ・ドイツ・ロシヤ・中国等か

ら各f i l l : の苓問家が前後80名程顧問として幣せられて、各

般の計jiJ3} ゃ設計、指浮勧告に尽した。中でも・アメリカ人

が数においてもむも多く 、首席顧問のケフ・ロソとか北海

道大学の生λ・の親ともいうべきグラ 戸クなどの名は札幌

幌市叉ほと? でも忘れない。明治 6 年にアメ リカ人顧問の

設計によって開拓もｾ本庁舎が今日道庁舎のあるところに

建てられた。建坪 168坪余 2 階建、中央に商さ地上85尺

余の8i ?J 形の土品: 獲がある揃: 西な白霊のアメリカ ・コロニア

ノレ風のft iJ Kた建築であったが、惜し くも12年スト戸 プの

錘ヨぞからうた火して焼失してしまった。かくの如く外人殊

にアメリカ人の建築家の設計ｾ理による洋風の庁舎が建



てられ、これ等政問の住宅( 1 : 彼等¢希望の入れられた純 どと誇らしく話すのをよく開くことで、ある。

洋風の官舎で; ! i ，ったらしいし、これ等の工事に従事した ー 北海道は大漁場をもっているから¥大きな冷蔵庫が各

棟梁やその他の工人達も漸次洋風詮築¢裕治法や意置を 地にある。断熱効果のためには資金を惜まれない。又酪

見習って住家の一つの型 ともいらべきものが出来た。今

日でも函館や根室などの古くからの町J二軒を連ねている

のを見るととが出来る南京下見板張、憾の広い額縁をも

った上げ下げ窓、持送 りのらる化粧軒天井、i訟体ペン キ塗

という。どこかエグソ・チック止外現を持つも¢がそhで

; ! i ，る。そして床や天井ろえ外壁など、古いも¢ほど防寒

的によく注意して造 られたも のが多いようであ る。 然し

多くは外後だけの洋風で、務1; に内容は純然たる本j+1風と

いってもよいもので、そのた占うに建築上幾多の不使や不

都合を感じつつ推移したのである。木材。が盤宮であり 、

防 芳、 的に極 めて 有効で、しかも開拓使がｾ く奨励したに

もかかわらずロシヤ式の丸太積住宅l t 一般から臨みられ

なかったのは別として外溺だけの所謂洋風住宅に本州風

の内容を包んで不便不都合を忍んでいるところに住宅建

築には伝統性とし、号か保守性と云うか容易ならぬかたく

ななものの為るととを痛感せしめられる。

やがて、本州風

の内容を盛るに不

便な外観だけの洋

風がき らわれて、

外観までス玉川l風の

ものが建てられる

ようになり、数寄

屋風の二階の廻縁

に硝子戸を建廻し

たものなどが珍ら

しくわt くなった。

こんな道楽半分のものはさておいて一般の北海道の住宅

で、各期間常に不1 ; 1 ; とを感じるのは隙間風である。窓まわ

り、出入口まわり、敷居や盤ょせまわり、殊に採践しな

い部屋との界の襖や明障子のtt 付けから のものは防ぎょ

うがない厄介なものである。採援している部屋が小さい

ほど中に住む者とかかる際聞の臣民維が近いわ'すでるるか

ら、際関風の不快さはーそう切実となる。それで窓まわ

りなどは出来るだけ目張をするとか、昼下へ新聞紙を敷

くとか、大きな部屋だと襖や明障子の側に界風を立てた

りして、 どうにかこの不快を軽波せしめるのでるる。尤

も隙間風を透発ずる最大のものは本州風の俸縁天井であ

る。それも多くは干割れやそり返りがらって、その臨風

の総面積は恐しく大きいので; ! i ，るが、手のとどかぬとこ

ろのととで気がつかない。気がついても間倒がってかま

わないのが普通で為る。

こんな姑息なことをやっていながら、北海道程度の寒

さに対しては、 北海道の住宅にほ寒さに対する設備があ

るので、東京などの一月は北海道人にたまらなく寒いな

農地であるから立派な牛舎が巨大なサイロ ーを伴ってい

るのがよく見られる。牧夫の住いよ b主主かに立派である

建拘ではそドにかなわんと羨ましがっていた牧夫がある 。

冷殻庫や牛舎に以らずすべて生産都門の手段としての建

物や設備に対してi士、利j問が明かでt>るたb 先 ワ最善の

ものが用意せられるべきであと、ことに、刊り、安? 千もせら

れてい る。 人聞の住む大切な住宅が' 今日のようなもので

は一回莫大な石伏や薪t誌の浪費で国家的な大きな問題の

一つでら る。 これに工費 2 間程度の改善を加えれば年間

1 砲{ 訟の石炭の節約("t. 易 々たるこ とで、当初 2 剖の資本

の投下は10年ならずして回J投できて、そのさきは純枠の

利潤となると教えられでも 、10年ささーの年間 1 砲の石炭

節約による消極的な利潤というか、出費の軽滋というか

それよりも、今日の 5 万円 7 万円の出資の憎が苦になっ

て、この話は結局判らなくなって了号。

現在の住宅建築を北海道に適したものだと満足してい

るものは誰一人な

L 、。これが改善の

要望も久しい もの

であり 、多くの試

みも行われたし、

計 画 も さ れ て い

ろ。適切な意見も

突き長せられ、工夫

もさほ ど匝i倒なも

のではない答であ

るが、そのi百年果の

見るべきものが顕著でなくて、もどかしい限りである。

現実の問題として演と相談して、少〈とも今日までの住

宅ほ、今日までわれわれに相応のもので・あったというと

とになるのかも 知れなし、。

然しそれは、今日までのもの官、明日もおたじもので

すましたくない。明日はわれわ礼の生活水準が高まり 、

住生活に文化を撰牧して更により 機械化せられた合運的

で能率的なものを期待したL 、。そのたb に今日から住生

活に対する指導、教育を強化 し、大衆を して本当に住文

化の何たるがを理解 し体得せしb 、今日北海道でわ札わ

れが冬の生活をスト ープを切りはなしでは考えられない

よろに、文化的な住宅を離れて北海運の生活が考えられ

なくなる程常謝じされた文化的な要求が住宅産築に盛り

とまれるようになるよう努力せね? まならぬ。

札甥の住家と題したものの、北海道の住家というよ う

なものになってしまった。全道ほとんど古い伝涜をもた

ない北海道のこととて、札幌の住家といっても北海道の

住家といっても 、取り上!子た住家の商では大きなかわり
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ｾＢＱｴＮ 孟いとととて、 勝手ながらお宥しを乞うてとの稿を終

ることとする。

く筆者 ・北海道住宅建設協会々長3

スケッチ申長よ b

29頁ibる町ばするれの日高アイヌの家

30頁瀬棚 C 日本海岸の漁師町コ

31頁釧路のある町語!..C明治20年頃の建築な b という〉

貧 し い 圏 の 貧 し い 住 宅

一 北 海 道 住 宅 の 断 恕ー

日本人の見方では、重な道徳の一つ

は不必喜など寒さ} こたえるというこ

とである。

トマス・ライエル「一英国人の

みたる日本及臼本人」から

L  北海道の開拓は、尽なお小暗い、はてしなく続くい

んうつな原始林との戦いに初まった。開拓当初樹木は、

全く図りものであった。飴} すのに手数がかかり 、それを

始末するのにー骨折って、しかも根株のた占うに耕作が妨

げられた。慣れない者にとっては、木一本倒ずのも大仕

事であった。倒した木は、積めるだけ薪として家の廻り

に積むと後はなんとも仕方がなくて火をつけて焼いてし

まった。開墾に適した肥沃地といえば、さ のよ 5 な樹林

地か、もっと人々を苦しめた身の丈を越すような熊笹の

密生地に限られた。建築用材や自家用薪材のため、叉長

い冬期の出稼ぎ仕事場もしくは炭焼きのため樹林地が附

近にあるととが歓迎されたのは余程後のことでらった。

北海道で一番高い大雲山の山裾の東)11という密林内に入

値した屯回兵l玄、 .半年も一面平地で山のない処だ L 思い

こんでいたとし寸話がある。樹木をどんどん伐り倒して

漸く遠くを跳占うることができたとき、初主うてそとに高い

山を見出して穏いてしまった。そのくらいうっそうな樹

木や雑草で夜れている処が多かった。とのよ 5 な土地に

移住した人々は、木材以外の材料で住居を作ろろとは考

え もしなかったである号し、しかもそれらの人々 は、木

造以外の居住様式を知らなかった。叉木造以外¢構築技

術は身につけてなかった。樹林にかこまれた巌境、それ

は極く最近まで続いた。北海道の住居は、このような基

盤の上に生成した。

2. 偶然的なものを除けば日本人の北海道への移住は

13t日己( 鎌倉初期〉から初まった。しかしそれが北海道

全部に鉱ったのは、ずっと後れて18世起の終りであった

その永い間日本人の居住は、道南の半島都に限定されて

いた。13世紀か ら18t!!: 紀にわたるとの北海道の日本人居
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住区波が、気象的には奥羽苅』方とほとんど変りない医竣

であるととは興味ある事実である o iDる地理学者の指摘

ずるところによれば、との区撲の北限界は、年平均気温

7 度の等温紋にほぼ一致するということである。叉渡辺

要博士の第 1 寒冷地と第 2 寒冷地との箆界総に も近似し

ている。

居住区或鉱張の緩慢さは松前藩がとった商業と原始

産業との独占のための輿也移住禁止と、奥地アイヌとの

摩擦を避けようとする隔離政策及び本土の封建制度に制

約されて大量の移民が望めなかったことなどの内外部の

閉鎖忌慣に基因した。けれども、さらに大きな原因は、

食料の供給難にらった。人々は米食を捨てることができ

なかった。幾度か自給を企てて成功しなかった多くのぎ

せいを払って米を移入した。求め得られる米の数量によ

って、永住しうる人聞の数がきめられるような有様だっ

た。 i気象条件が人類の生存に不可能であるような至難

の場合でも、それは気象条件そのものの直接的野部より

も動植物なかんずく作物を介しての制約であることが多

い。」 という例誌がここにも見られた。 そして「交換経

済、 市場経済が正常の状態として成立するための発達し

た。体系化された交通網の確立」とし寸前提条件を欠く

ために日本人の居住は道南部に停滞することをよぎなく

され、奥地への進出は不能であった。それ故当時の松前

その他の道内の日本人の生活様式t士、奥羽地方の生活後

式そのままの延長であったし、又それでこと足り式コ。住

宅は、全くの草屋又は柾主主で墜をつけた家は少く、務造

はまったく内地そのままであった。防寒と積雲のために

四四の窓を少くして、ほとんどとれなくなる採光は天窓

で充していた。さらに吹雲を防ぐために冬季は直貸で家

を囲い、暖房はいろりがあっただけでらった。

3. 北海 道と本 州との 気 伎の差異は漸ｾ Ｎ的な形で 変 化

する。そのことは、明治以後の開拓にあたって、喜多民の

故郷における生活を最小の妥協で移入する結果を生んだ

それまで有していた生活様式はさほど変化するととなし



Eこ、新診しい環境に適応するととができた。 rス トF プ

と硝子の採用によって 北海道の生活が安定したりと L 、

号事態がこれだった。明け放しな間取と際問だ らけの構

造でも硝子戸をたて廻し、ストー プをどんどん焚けば一

応型車さは防げた。燃籾も豊富で; t ; ; ，った。

北海道の大部分の気象条件は、それまで日本人が行っ

てきたそのまま の生活技術では十分に活動できないもの

であることは事実であった。けれど もそれは日本人が従

来持っていた住居形式をー変しなければならないほ ど圧

f f I 肋な影得を与えるほど激しいものでーはなかった。その

意味で、北海道の寒さは中途半端な匁さとでも いうべき

であろうか。改めて言及するまでもなく、われわれ日本

人が有してい る住居妓式は、夏季の防署防湿を第ー義と

するものであった。けれども日本の冬は決して住み易い

寒さではなし、。それ故「いろりやとたつ、火鉢程度のい

わゆる「手あぶり」的採緩方法で満足し、不合理 ・不活

波な冬季生活を送るのを黙認する場合のみJ ｲｾはし、か

なる所にも住まる。」ものであった。「不必袈なほど寒 さ

にたえること」が主な道徳、のーっとされているよろえE居

住 習俗が ｾｦｴ して いた。

さらに当初の移民l玄、府県iこおける窮民が多かった。

北海道移住によってその窮状を打開 し得るものと信じ、

僅な貯えで準備 もなしに渡来するものが多かった。 r硝

子とストープ」の導入によって一応尽さを しのぐととが

できれば満足して、それ以上の前進への意欲は失った。

定住心に欠けていたととも見越せたい。そしてむしろ保

句切な要素となって生活技術の発展、改良lこ抵抗した。

住居代、常支的手段ですまされ、旧然依然たるままの忠

突な反復で経過した。

4. 現地に適応した生活儀式を学ぶべき高度の文化を

有する先住民放: が存在しなかったことは、移住者にとっ

て不幸なことであった。アイヌが擁立してい介生活糠式

は、それなりに北海道の自然猿境に対して合目的たもの

であり、合理的で与った。けれども新来の樹主者が滋倣

ずるには、あまりにも原始的でらった。原鮮; 未開人の文

化 を摂取するのは移住者の Pri de が許さなかった。 ア

イヌの生活段式を改めて日 本統にしよろとする努力や企

太洋組株式舎品土

大阪市北区絹笠町堂ビ ｽｾＳ 陪

電 話 堀 JII 1820.  9 5 1  
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はあったが、先住民族の生活文化の長所を汲み取ろ号 と

する態度は生れなかった。

この点同じく日本民族の近代国家形成後の計画的な移

住である 満 洲・ ｾｴ 鮮等 の場 合とは趣を異にした。すでに

高度の生活文化を持った住民が存在し、その協力と競争

との下に進b られた開拓ではなかった。従来の文化関係

をほとんど派況して診民の長・も欲ずる形l i i < を自由に形成

なし得た北海道の場合は、少くなくとも住居様式につい

ては不幸な; r j ( 態を生じた。

さらにアイヌは性質が温和で粉争を好まなかった。原

始林中に散在 してl ( { ¥猟生活を営み、その数も少なかった

集団も小さく政治的にも大き注努力を持つVこいたらなか

った。従って光住民族の存在によって移住が阻止される

とい号ことはなかった。治安も安定して推移した。これ

らの事情は移民家墨に防禦体制の考慮引習とした。開

放的な住居形式は、ここでも許容された。

5. 明治初竿、開拓使の指導者たちは、北海道の風土

に適応 した住居隊式の確立のために極b て積極的に努力

した。とれらの政策の中には明治政府のいわゆる欧イヒ政

策の兵をもつものもあるが、従来の本州の住居様式をも

っては、こ の新らしい植民地の生活は困難である ととを

!痛感したことに基くものであった。洋風建築が数多く建

てられ、屯図兵屋にもア メリカや ロシヤに範をおいた洋

風格治のものが指導的に建築された。 とくに後者は校倉

造りでまさに北海道住宅のあるべき姿を示すものであっ

た。又採殴法の改良や防寒杉局指の導入にも種々の涼みが

なされた。しかし、これらの試みも、ついに北海道に根

を下すことなくして立ちく・され終った。指恥'持続して

実施 されなかったことも勢来を上げ得なかった主要注原

因と思う。けれども、根本の問題はゆがめられた我国の

資本主義経済機構の下にあったと降J樹句家父長制家族制

度と、 前資木主義的な建築の生産段式に支え られた 日本

人の居住線式と、低度の技術的手段にらった。少くとも

北海道だけが「日本」から切離れて、旧来の居住様式を

脱皮するような条件はなんら許容されなかった。

とこで樺太引傷者から聞いた終戦後、機太で起った住

宅改造の話を引用したい。進駐してきた露兵は、建物を

徴発すると直ちにロシ ヤ流に改造した。 窓面積を半分と

し、床をご貫張の成の高い根太をかけた詰物床にした。

壁も柱をだき合せて控厚を憎し、詰』物墜とした。天井も

取除して、 あちら風の防寒天井にかえた。防寒伎宅に一

変した。樺太の日本人住居はー殻には北海道の住宅と ほ

ぼ同級の非寒地向 きの粗末なものであったようだ。それ

はロシヤ人から見れば「少しの材木で家を建てて、その

家を建てるのに使ったと同じくらいの盆の材木をー冬に

たいてしま号」ような「不思議なもの」でーあった。けれ

ども一応日本人の住居と して終戦待まで使用されてきた

お



ものでるった。私は、との話を きいて両国人の生活技術

の差異を しみじみ感ぜずにはい られなかった。

6.  開放的な構造への執訴の一因に、耳季における湿

度の問題がある。それは程度の差こそあれ木洲の開放性

の必然性に共通するものでるる。 北海道の住居は、冬を

ヌド義とすべきもので、夏の湿気は気にかける必要がない

という 教説を下すことは容易であ‘る。けれどもそれが具

体的な形態で与えられる場合、北海道人か らは支持され

なかった唱このととに関連して札幌に多年居住するー外

人牧師の意見を伝えたいと思う。との牧師さんは、フイ

シラゾド人で、一三の幸続t: に紹介されたフイ Y ラゾド製

の木造組立住宅に住んているが、この住宅と従来住んで

いた白木住宅との居住体践を比絞して次のようなことを

室広務に諮った。 i このよ号な窓の少い、腔の多い家は、

北海道では夏少しむ し暑くて、あまり住心地がよくあり

ません。 北海道では、 もう少 し開放的仕方がよいと思い

ます。フイソラゾド人の私でさえ、そろでずから、日本

の方なら一層そ号でしょうね。」と。

寒冷多湿とい号北海道の気象型l主、寒冷低湿の満歩Hの

場合よりもー照建築的に困難な問題を包蔵するとい号こ

と指摘し ておきたい。以前中谷宇吉良 ｉｾ 博士から 、世 界中

で一番北海道の気候が建築的にやっかいかも弘併もません

とい号 お話を号かがったことがある。

7. ベγ キ塗りのマ Y サード屋根の牛舎、れん瓦造の

サイロ、 ポプラや浴哀松の並木、このような設場の風景

は現在の北海道では、らりふれたものとなりつつらる。

それはエキゾチックな感覚で旅行者の 目を楽 しませる。

けれど も、堂々たる牛舎や蓄舎に並ぶ相変らずのパラ ツ

グの人聞の方の住居に目を向けたし、。牛舎はベゾ キ塗り

でも、こちらは大てい白木のまま、牛舎は二重窓でも、

人聞の方は、がたがたの出来合建具の一軍窓、牛舎は ト

タジ主主きでも住居は柾葺で我慢してるという場合が多い

牛舎を防寒的 とし、設備を整えることによって説立はぐ

んと問え、農家経済面に直ちに効果がはっきりと現われ

る。けれども住居の改良は農家経済にとって負担にこそ

なれ、 その恋燥の経済計量lZ容易でない。牛舎や者舎は

生産設備であるに対して住居は消羽生活の坊である。 文

償設第一主義という過去における人間生活をぎせいにし

た指み方針の現れもあろ号。牛舎その他の施設には先進

国のOJJ が、そのまま採用されでも何等の矛盾は注いし、

高度の水準が具体的な形で与え られているのに対して、

位居にはそれが欠除しているという理由もあろう。とも

か く住まいの方はなんとか我慢しでも牛舎や諮合だけは

なんとか手を加えたいという 、かろ号じて笈定している

北海道県紫の切実な考えの現契的 ti. 形態で; ! pる。 人間生

活と家替のそれとの顕修tl を笑うこともよい。叉消費生活

の正当な理解と評価との欠除を指摘することも容易であ

るしかしこれが今までの実相であった。
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心ある企業者は、次のよろに考える。 i 最小限度の住

居は経営の霊更な要素である。北海道では寒い処ほどそ

こに住む農家の住宅は粗雑極まるのが現状である。厳冬

期の室内温度は舛温と大差はない。この不合理はそこに

住む人に対 して常使した肉体に充分な慰安と休憩とを与

える代りに不潔と陰号っとヨ同E率と生活の不規測とを与

えた。しかし問題を単に住む人の無智のみにj掃するなら

ば誤りである。充分な休憩と ! 設安とを得べき住宅の設備

は誰しも望む処である。開墾19.測 の極度の多忙とW，資本

は、その笑現を不可能にしていることも考えなければな

らない。しかし人聞は常に高い意欲や高い生活樹wを抱

いておらたい限り 、不自由に馴れると 、その不自由とい

ろことはその人の生活から消滅して行く。この ような生

活意識の惰カは改善の希 望をも消滅させた し、烈 Ｑ［ 智｜ ｾ高

い意欲の実現をも起させなかったのでらる。生活の余俗

を持つよろに仕っても改善の意欲を起さないものは無智

である。それがいつまでも開拓地気分が抜け切らないと

批評される所以である。 叉土潰心が薄いからであると当

事者のみの罪として評するのも少し苛践に過ぎる。地味

ず浮薄な気候的条件の惑い封也で謬H ' foする生活者はとても

第三者の想像も反ばぬこ とである。確信をもって将来の

生活に対 して希望を抱くというととは、最も至難な問題

といわなければならない。J C坂本直行「開墾の記」か

ら〉

8. 北海道を訪れる人は、そとに見出す寒々とした組

末な木造住宅の存在に一絡する。このような現状は、ほ

とんどすべて我々の生活の貧しさ、我々の低い生活コ1 J ( t告

の現れであると要約できる。それは本外! の低水準住居の

存立基礎と同一間上にらるものであり、その投霊長である

苛烈な気候条件の下にあって、原料供給地、商品市場ーと

してご震の搾取を受けた日本資本主義有Cミ地の諸政不十

分 な現状の掛目そのもの ｴ ＮｲＮ ので為る。耐久 的 な ｾＩｊ 矧以

構造の住宅の優位について議論の余地がない。けれども

住宅の建設もしくは供給が宜しきー国民の自らの手によっ

てなされなければな らない似り「冬地向き住宅」の実現

は容易でーない。満iill における日本人の手による木造住宅

の禁止とれん瓦住居の実現は、巨大な国家資本と財閥資

本による供与住宅の形式によって初b て可能であった Q

ではないだろうか。

いずれにしても査しき現状は、現地における日本人の

成就した努力の全系列であり「創意 ・17欲・芸狂的感覚

などが、その中で究擁されてきたととろの進三井ーのお前名で

;!P V，結果なのである。」 問題l士、これらの住宅がなぜ

そこで発展を停止したかということでゐる。又そこから

行わんとする改善の方向と震点とが見出されるものと考

える。我 は々、決して現突には満足してはいない。

く筆者 ・北海道建築部住宅課技師〉



建築教育の性格

最近、 教育の問題で、大会くとり

らげられているものに駿楽教育仁V o

cati onal  Educat i onコヵ- t i >る。これ

は、元来働 く者を如何に教育す るか

とい うことにはじまったものでらつ

' ・

ｉ ｾ 。

例へば、ギリシヤの古い時代には

教育に二つの形ちがあって、 その一

つが、働 くことを対象としない高度

の教義を 目的とする指導者階級の教

育ということにあったがこれに一方

に被支配階級の徒弟教育があって、

これは働く者に対する教育で。この

後者の場合がそれである。 ところが

現在ではこの考へがすっか り変って

来て、 学校教育を受けた者はその主主

終の学業を卒へると同時に蹴談ずる

ことが必要となっている時代であ

る。

従って、学校から社会へ出て働 く

とい うことを考へると 、日本の殆ん

どの教育はその内容の中に Vocat i o

nal の意味が含まれることは当然でト

ある。

大学、高等学校、中学校、その何

れの段階にせよそこを卒業して、大

部 分の者は何かの職業に就かなけれ

』まならなし、。

殊に現在の 日本で、学校を単なる

教誌のた占うだけの目 的で利用するな

ぞということは考へられない替であ

る。

アメリカの如〈富んだ国に於てす

ら同様であ ろう。もっとも 、アメリ

カl士、その民主々義の立場から 、か

中野順次郎

つてのギ リシヤの如 〈、一方に奴れ

い的の働く陪級があり、他方に少数

の働かざる特別の指辺者層が許され

るようなことはあり得ないのである

だから 、この職業教育なるものが

アメリカに於て早くから研究された

のも当然のことである。

ところが、教育の方には、未だに

役されている 大き な問題として、一

方に一般教育( General E d山 atiorの

があり 、 他方に職業教育くVocat i o

nal  Educat ion) がらって対立して

い るかの 如き ｉｾ じを与へているのは

まことに変な話しでらる。

例へば、学校を選ぶときに大学の

工学的な方面、高校の盤、工、商課

程1" 1 何かはっきりと職業的であるが

文学、数学、物理という方面は高度

の教員的だと考へるがま日きものがそ

れだと 思 号。

かよ号な考へは多分に伝統的な、

教育に対ずる間違った考へなのであ

るが、どうも何時までたっても 、と

の対立的な考へ方が消へないようで

ある。

そこでー問題t士、教育に於て、この

二 の見方の面を混然 と一本にして、

すべてが正しい意味でー職業的教育内

容をもつことになり、更にそ の内容

がよ〈調和するように工夫すること

にあるとされていることこれが理:m

なのである。

だから新制度の大学 ・高校 ・中学

では 、 この問題を解決するたＮｾうに極

々の努力をしつつあるのではあるま

い泊、

かくのま日き問題めさ中にあって私

は建築教育について考へている 一 人

である。たまたま、 「国際忍諜」 の

雑認で、グロピウスがハ ーメ戸ト に

於ける彼 の建築教育を報告 している

のを読んで大いに得るところがあっ

たのである。グ ロピウス も、また同

じ問題を指摘して、今日 の教育で大

きな研究課題が General と V oca

ti onal  とのごつにあるといってい

る。

ハー パート といへば、これはア メ

リカに於ける唯一つの国立大学・であ

って、 しか もこれがアメリカではか

むり保守的な主援をしているとい号

ことである。

最近発表されている、このハ ーバ

戸ト 委員会の報告書に rGeneral  

Educat i on in a  free Soci aty  J  

というのがあるが、この中でも Ge

neral とV ocat i onal の問題を種キ

と検討 して、一つの結論に到達して

いること l" t 注意すべきことではない

かと思う。

そこで建築の教育であるが、これ

は勿論 Vocati onal Educat i on とし

て深く 検討する必要があろ号。

一体工業 といえば直に後械とか電

気、化学のことを考へやすいのであ

るが、建築がヱ築の中て1 P : 喜さなこと

はいうまでもなL 、。

ことに建築は、その内務とする技

術くtechni c ) の中に機械とは随分

兵ったものがある筈である。

だから 、例へば非常に龍三キ鳴りに機

械の技術を分析して t rade trai 口i ng

といったやり方をそのまま採用する

ことは出来なL 、。

勿論建築筏術も 、その段階によっ

ては、あるものは現場で施工を正し

く指導し、運蛍することが出来る程

度でよい場合もあり 、またある部宿i

では建築 の綜合的な計闘に於て高度

の技術的判断を必墜とすることはあ

るでらろ う。しかし、単なる旋皇室、

熔接と いったよろ立秋、、技術訓練の

方法をもってだけで往築の職業につ
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くなぞといちことは考へられない。 文化人的教養の基礎が必要なことは

かような意味で私は建築とそは数 。わかるが建築の場合はその技術その

養と、技術とが本当に一本にならな もの中に、この教養が含まれていな

ければ役に立たないのではなし、かと '  ければものにならない筈である。

考へている。 話題が、基礎的な面だけに終った

若し見方をきb て V∞at i onaI な ことは残念であるが、この教育観を

教育に Gener aI な内容が必要であ もって、建築教育のために新しい〈

るとするならば建築教育こそは、こ 課程) Car i cul amが組立てられな

れにもっともふさわしいものである ければなるまいと恩号。

2こ考へ之、のである。

勿論医術、土木技術それぞれに く筆者、都島工業高等学校教頭〉

長 近 の 建 築 所 感

終Iit後「アメリカ」の占領下にあ

って、我々の従事している建築の分

野に於て も、その好むと好まざるに

か L わらず、今後「アメリカ」の移

特を無侵するとと( - ; t 出来得ないであ

ろう。

事実我々建築家l主戦争中の「フヲ

γ ク」を一挙にして取り返した¥，、と

d思号 のあまり、 「アメリカ」の G I

さんを通じて、あるいは C I E の図

書館を通じてのみ見るととの出来た

「アメリ犬」の建築後託、をどの頁も

どの写以も一挙にむさぶり読むと云

うより、むさぶり見たと云う事は事

実であろう。そして各頁に盛られた

らまたの作品に接し、その「シゾプ

ノレ」な美しい構成美にま悲嘆し、戦時

中の我国建築界と絡段の差を見出し

たことも穿認である。

戦前の主主国の作品、たとへば現在

マ司令官，になっている第一相互ピル

等その頃の代表的な作品に於て、特

にその各訴の施工面で1士、決してそ

う劣っていたいと今でも自分は思っ

ているが、何事も能尋地9な無駄のな

い f 7 メリカ」の近代建築の「アイ

デr J には人類の生活と建築とに対

ずる考へ方の進歩の跡がアリアリと

現われている嫌に感ずるのは、自分

だけではないのであろう。

率い今後は「アメリカ」の専問書

も自由に手に入れるｾ干の出来るのも

速いことではないと思うと共に、今

後建築技術者e: ; f アメリカ」見学の機
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会も充分に許され、急速に彼地の建

築技術の導入が図 られることは、疑

なき事であろう。

現に特i需商特に沖縄地区等に於け

る「アメリカ」言f : 者と 、日本業者と

の提携施工等に依って、こ のことは

急速に実現することと思う。圏内に

於ては習H羽的立法と言われる建築士

法も施行され、新しい建築基盤悠に

は建築士の責任が、はっきり要求さ

れている。

今後は建築士で無ければ大部分の

主要た建物は設計するととも、監理

することも、 E守されなくなるだけに

その責任¥- ; t 震且つ大であろう。

最近の建築雑誌に現われた論評の

傾向として、設計の建築事務所への

依存を時iとする意見を多く見受けら

れるが、 自分も結構のことと賛成す

るものでらるが、未だ一部の営利的

建築事務所の中には「パ戸ス」のみ

立派に函けて居て、詳細図は、杜撰

な施工業者泣かせの作品が多く見ら

れることは、こ の論評のたb に悲し

むべきことでにないであろうか。か

かる現状に於ては官庁と民閉会社を

問わず設計から監理と完成後の建物

i: it持管理に一貫した責任を有する直

属の建築技術者、営絡線の必要もあ

るのではなかろ うか。

それと最近感じて居ることは、建

物自体の設計監理には寄れていても

附帯工事は建築家の領分ではmいと

考えている建築家が案外多いのでは

なかろろか。私の長近見た作品の中

に建物f- ; t 割合とまとまっているのに

正面玄関ポ戸チ脇に浄化槽の石綿ス

レートの臭気筒が獄惑の姿で述慮も

なく二階屋根までによ@t によぎとっ

き立っていて、折角の建物の感 じを

ぶちとわしている例を見ている。

勿説細部にわたる技術については

各々英の専問技術者の技術に負 号処

が多い事は論をまたないが、廷壊が

立体構成美を要求されている以上そ

の外観なり施工のおさまりに関係すー

る分野と、 綜合的には建築家が責任

を負号べきであろう。

家具等についても、とのことが云

えると思 号。立派な建物が出来上っ

て後にその室に似合う家具の設計を

家具の「デザイナ ー」に依頼する ご

とに' a. れば、その弊害もあまりない

であろうが、多くの場合には、建物

の完成と同時に家具を搬入してすぐ

人が移る現状では、家具デザイナ 戸

は建築家の与へた建築図聞にのみに

よって、家具を設計製作してゆく 、

完成後の室内の立体感覚を、 図国に

よってのみ体得しているのは、それ

を「アイデア」した建築家のみでもは

注かろろか。

かかることを思ろ時、やはり家具

装飾の商に於ても建物に一体となっ

て建築家の「タッチ」が必ｾｾとなっ

て来ると思う。

長近の商業建築には「ネオゾ ・サ

イゾ」が叉欠くことの出来九九、もの

になっていて、今後益々利用されて

いくととと恩ろが、広告宕板も 叉建

物と 一 体に建築劉 Ｑｾ ［ｲＮＮレベ戸ショ ｹ

を画く時に考へておくことが必要で

はなかろうか。

私、遼は何時もかかる主張を持' t : _ ，続

けてそれを作品の上に表現していく

ことに努b るであろう。又私達の作

品に対しでもかかる観点か ら批評 し

て頂く機会があれば幸でら る。

く箆-者、正会員、広島瓦斯与は会社

堂繕課長〉



浪速区溢吉町

ジエ- : / 合風11: 復興途上にある関西に大打撃を与えた。住宅の被害も大きかったが更に

大阪付近の生産工業界への多符は一回大きかった。共の実況調査は直ちに関係当局によっ

て夫h 行われた。当誌に記述するものは主として大阪府建築部指追認、大阪市建築局、京

都府建築謀反尼崎市建築課にて御調査せられた資料雪中心とし当委員会調査のものとを併

せて編修した。唯遺憾な事には紙面に制限があって貴煮な資料のうち英大部分を言語愛し Tこ

事を至宝にお詫び致します。 く委員長〉

ジェ ー ン台風に依る

大阪府下建築物被害調査報告

内 容 目 次

1. 概 況

2. 一般建築物の被告

3. 学校建築の被害

4. 広告塔の被害

5.  防災補惣対策と補強!法

① 概 況

8 月31日硫黄島ヒサラ島の中間附近に発生したジエ F

Y 台風は北西乃至北々西に進路を取り 9 月 3 日午前 8 時

45分凶国室戸山甲附近を通過之より進路を北東に変え、13

時15分神戸附近に上陸し、兵庫県東部を横断し、進路 を

北北東にとり 14時45分頃若狭湾に入った。この台風の為

に各地では屋根瓦が木英の如く飛散し、家屋、鉄培、倒

木等の倒駁おびただしく 、且つ、大阪・堺市の卸也帯に

は高潮が襲来、特に西大阪に於ける浸水11: 著しく 一雨泥

大 阪 府 建 築 部 指 導 部

海と化 し、凄惨を極めた。 暴風は午後 21時30分頃から茨

ネたが各地に於ける被害は予想外に大き〈 全半損住宅総

戸数は53，900戸に友び、浸水戸数は81，200戸に述した。

府下に於いて被害の最も甚大であったのは、大阪市・堺

市岸和田・泉佐野・泉北郡の各地であった。台風の大阪

通過時の最低気圧は 970 ミリバ戸ノレで

風速は 10時30分では 1伽n/sec

12時50分では 2加 1/3ec

13時30分では 28. 1m/secN..l: 大

で瞬間綾大風速は 44. 2m/secに透した。これは昭荊19年

9 月21日の室戸合風には反lまないが、義風の続いた時間

l玄室戸台風の約 21' 音に近かったので家屋被害割合は非常

に大きかった。

訂



t  

築港方面では下表の如

く風速及風向が、大阪

気象台観測と幾分兵り

風向きは13時00分頃急

に変化して、東方から

南々西に変っており、

最大風速は13時25分頃

平均風速は30. Qm/sec 

に達し、生野方国より

強かった。

表

日 時| 中心位置 |中心気圧| 最大風速| 遂行速度| 傍

N  
k m/ p熱帯住低気圧

30 13 24. 0 139. 51  1000 2 5 w N  W 8  2Yエ- ' . / と命名

31 10 24. 5 138. 01  993 
一一三巴 飛行機観測

二J 1 1 4 5

138. 01  980 

W" l N w  11 ゾエー γ 台風となる

lN W  25 飛行機観測

2  16 :28. 6 133. 71  940 55 

N  22i  

3  01 30. 5 133. 6

1

_ 1 ! Q 55 

04 31. 5 133. 7 960 40 1  1  

，-・E ・--・E ・-

NNE46e00o1  i  ;  ぴ7 |1竺33・6 133.  91_  960 

40 1  

一 一 - N N E

08 ，33. 0  134.  1 9 6 0  40 I  

一 一 - N N E i一掃花芽室芦両一 一

09 1|3笠U£ 印 3 960 

40 1  
逆転

10 33. 6 ＱＳＴ ・ｾ ， ＹＶＰ

一一一一- N N E 35 台風I l i . に入る色ょう

40 1  

一一ー一一=- N N E 32 

11_

1

33. 8 134. 7 960 40 .1 

山 Ｙ Ｑ ｾ
一ー一一一 ｾ ｎｎｅ 45 

トー ｝ｾ ｟Ｑ Ｓ ＮＲ・ Ｒ 40 1  

N N  E  48
113ii

時ー15分神一戸一一一一一一

13 34. 6 135.  1  960 煩事正

一一一一- N N E 58 台風! I l U=入るもよう

14 3; ; .2 135. 3 960 
40 |  14時30分舞拘

逆転

一一一一 台風限に入るもよう

l o 35. 8 13民5 960 

4 0 N  N  E  651予エ 司ゾ熱帯ぜ一一一

一 一 一 | 低気圧となる

16 I十3337E8 - 2  

135. 8 965 
40 iN N  

E  65 

1!J 37. 3 137. 7 975 
一- 2 1|N E - 70o1i 一一一

22 38. S  139. 3 980 
30 N E  6  

4 0 1 L  34 a 8  

139. 8 985 
30 ，N  N  E  52， 

。.] :41. 0 140. 5 985 
。5 N :N E  52 

07 142. 4 141. 0

1  

9:>8  
。5 E J NE 5 2  

置位風

A  

ロ

大阪管区気象台大阪築港分室観測jの暴風観測表

|風 向 | 速 くm/s)

明

11 

民

弓=

東

東

ｾｨ＠東

時

09 

10 

3  

日

B. 高 潮 に つ い て

潮伎は 3 日12時30分頃より 忽濯に上昇し推算機務時後

約 1 時聞の13時頃最大に達 し、大阪矢保山} こ於て O P +

4.  3 7 m神戸 〈中突堤〉で + 3. 1 6 mとなり、その後期伎

は約 4 時間30分乃至 5 時聞の週j切で上下しながら次第に

低下し 4 日目殆ど平椀に復したが浸水地域の排水l' t 防潮

堤英の他の関係で著 しく遅れ 1 ヶ月 も経過後も排水しな

13. 2 

16. 5 

22. 0 

21. 1 

15. 5 

25. 8 

東

西

11 

東

南

南

11 

11 

南

南

守

A

n

，

創

刊

べ

υ

可

・

-

司

E

A

司
，

h

・

15 

16 

14 

11. 8 

10. 1 

8. 4 

7. 8 

4. 6 

西北

西

北

西20 

21 

'> '> 

2. 8 

東ヰb22 

23 

デッジュ・ドアー・ジヤッター

飯 金 製 品 ・ 自 動 車 . 々 体

部 品 ・ 車 柄 ・ 発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 通 二 ノ 五 七

電 〆 話 土 佐 堀 @2 1 8 8 番

東 京 都 荒川区 三 河 島 七 ノ 七 八O

電 話 下 谷 8 1 5 5 - 8  1  5  9  

東 京 都 葛 飾 区 奥 戸 本町 一0 0 0

電 話 本 田 190 ・196 ・1018

千 葉 照 船 橋 市 海 神 町 二 ノ 三 五O

電 話 船 橋 5 0 9 - 5 1 1

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 二 ノ 三

三菱新館・内電話丸ノ内973・4501
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西大阪各区の地骨盤沈下五E

区 観 測 起 点
| 泌 下 最 |

大 正 区
昭和 9 年を本 と す る 昭 和22年迄に :  

88. 07cml  

需主 区 1/ 11 

昭和23年迄に

110. 7cm 

西 区 1/ 11 

昭和224' - 迄に

G3. 6c m 

比 花 区 制 10年 持 と す る |昭和23年迄に

147. 70c m 

西淀川区
11 I昭和23年迄に

125.  Ocm 

平 均 l Oi. 1c m 

い地区もらった。

第 1 表

ジェーン台風 によ る建物被害放況 ( 関西地方〉

阿 佐 家 の 被 害 戸 数 l 判

別 |会 潰 | 半 潰 | 流 失 塁 本 | 町 五-1Z

ザ府 !竺 G主主1- 叫竺。也T1竺 竺lf f f

竺 E f i三竺i 司 35誌れ3

兵庫県 1，33鈎G，5，8刈8剖0叫41 10ば9'2却9，引，7祁6吋叩《申ψ 3沼2，4刈4必8訓 6ω9仏9，5ω凶 4，ω 8

一一一一一一一一一_ - 一一一一し一一一」一一一- ! 一一一」一一一一一一一一一一

和玖山県 2乞， 98部5広 7叩35副! 7S
i  Ｒ乙， ＳＸ 例 Ｙ仏口 ， Ｓお ＳＵ ｾ 2却8，5訓5引13 3幻1，189 

激甚でゐった。

高潮による水害は室戸台風に匹敵するもので浸水区授

の惨状も似ている。水害の者ーしい13: 減l大大阪市の大正・

西・福島・此花・港・西淀川・住吉の七区及び 堺市西北

部の一衛に豆り浸7]( 面積は60λド方粁に及んでおり 、 との

内大正 ・西 ・徳島・此花 ・浴 ・西淀川の六! 出土特に被答

高潮防禦対策としては住l庫補助による堅閤な永久防潮

堤Om築にJYf 手していたが、未完成で在来の防潮堤に三さ

る所潟水決潰し、更に消JIJ] こ総額中 の多数の般舶が木の

葉の虫11 くもまれた為、そ¢筒獲で防潮堤が大破され浸水

l丈一切lム¥随 且甚大 となった。

大阪市内に於ける全成建物分布図

五[侵j

・3さ#.1乙?孫、

全種差均 . 11
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今回の潮位ti. 室戸台風のそれに比べ約 1 m低かったが*

高潮によ る被害

苅1盤の沈下によっての特長としては浸水期間の長かっ

た喜多である。

長く水に浸っている事による建物の損傷も大き〈叉生

産上の損害も一層大舎かった模様で‘ あるが、然し生産の

被害1 ' 1 : 当協会の研究範週外であるから調査していない。

高潮に対する策

地滋沈下¥i . 今後も続く 芸評 と恩われるが、之等に対して

は防潮堤の築様t士、もとより必要である。斯くの如き地

帯に建てる建物は敷地の地盤を盛り上げることと 、基礎

をコソグリ ー ト造とし特} こ 1 階の床高を地面より許す限

り高くし、陵をコゾタリ 戸 ト叉lま煉瓦造りと するがよ

し、。

① 一般建築物の被害

今回のジエ { ゾ台風の被害を大別する と次の 2つとな

る。

A  風力に依る被害

B  台風に伴号高潮の被告く33頁参照〉

40 

本西大阪・ 尼崎等の海岸線近くのデル タ地帯に於げる地盤

l士此の間約 1 mの自然洗下をしていた為、室戸台風と附

同等の浸水及水深となったものと恩われる。

猶局部的には特に水嵩の高かった様であったが台風の

進路の関係によるものであろ号。

叉暴風継続の時間が長かった事が防潮堤の破壊及浸水

を助長さした事反既存の防潮堤は高さが低 〈、構造的に

部弱であった為、室戸台風と同様の惨状を愛けたものと

考えられる。

向此花区の扶桑金属工場のま日く高さ耐力に於いて完全

であった防潮抱也区では浸水より完全に免がれた事は当

然で J 今後貴震な教訓! となった。

A  風力による被書

く1 ) 用途別の分類

住宅の被害戸数l主総数の過半を占め 、非住家では工場 ・

倉庫の類が圧倒的多かったのは住宅は其の数に於いて多

く工場倉庫¥i . 英の用途開放的なもの間仕切墜のないもの

軒高の高いもの等が多い為であると恩われる。

仁2 ) 被災建物の年令指湾成

大阪市内の住家非住家の全演、半潰、傾斜、総戸数の 74

% か戦後建設された建物であるに対し府下衛生都市は35

%となっている。

之は大阪市に於いては戦後風当りの強い戦災地に施工

の程度の悪いパラリ建築が数多く建てられたが、位

都市では多( ¥主非戦災都市であるため 、戦後の建設戸数

が少なく戦前の老朽建物が多がった事に起因すると考え

られる。

く3 ) 建物外周の状況と被害

密集市街地に於げ る被害¥i . 極めて少〈密集地区に於いて

被害 を受けた建物ぼ被害総数の2 0 %未満で、被害の大半

は建物の散在すろ叉¥i . 空!tl¥に富む風当りの強い地区でt ; ，

る。
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c l 全i責

司先

z<< 

u先

1. 被包建物の年令構 成Ｈ 大阪市に於ける ｾｉ Ｚ 住家 〕

くの建均の規模と被害

被災建物の茨援については最も多いのは 、全半債を通

じ住家では10坪、ヨI:i主家では15坪- 3 0坪程度の規模の

もので、平家が圧倒的に多い。 通? 古風に対しては平家

より二間訟が危険と考えられるが平家主主に多いのは、

戦後小却模な平家f J ! パラックが多く建てられた為であ

る。

( 5 ) 屋根と被害

島根瓦の飛散は多かれ少かれ戸毎に受けた被害で軒先

棟、け らば等に著 しく庇の出の深いものは特に甚だし

かった。中には屋根全面に亙って飛散し、更に野地板

を母屋をM2 いは小屋組を飛散さす原因となったものも

多かった。屋根の種 類 については瓦に比べ杉皮、 ｗｾ 板

スレート主主建物の被害が多かった。

く6) 遇政但j普賢方面

台風の進行速度が遅かったため、強風に爆らされた時

聞が長く、最大風速時の風向が南であった為、北方向

への倒陸自が著 しく多く約o8. %、北東方向が之に次いで

I:":l全 3昔

g 地主t賦」一一

2. 彼害建物の年令構成く大阪市に於ける住家〉

r殺害総数に¥

建設年代殺前戦後別会半潰戸数〔対する比率j

記¥事¥ 哲 大 阪 市 1:衛 星 都 市

半 11 ＮＥ Ｚ ｾＳＮ＠ 48:73.  u6i  2. 96"GO. 20，39. 80 - I  10() 

家 |酎 . %116. 59，76. 031  7. 38::01. 16，38. 37 • 471  1∞ 

非

金抑 iLPさ2- 3fー7ベーT8:し回?75一1二一当10一E1Il1耳一14一二0 d3  J  

ＶＵＮＴＱ 竺 ＹＸ Ｑ ｾ 10:> 

住
半 11

. %?3.  
78

，7
5. 19

， 
1. 03} 0.  7829. 28 ー 100 

完ミ

計 % ;6 7 3 7 32. ｾＵＳＸ＠ 100 

戸琴利
19. 7574

ヰ
6. Ｑｾ ＱＱ ＶＴω ｩ ＳＵ ベ ＵＰ Ｑ 刈

18. %であった。

これは初め東から強く吹雪次第に南西風に変って行っ

た為家屋が採まれて次第に構造にゆるみが多くなった

ので、東風乃至は東南東の風による倒駿よりも弱い南

俊 安 建 物 坪 数 別 分 類表く大阪市 内〉
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西乃至西風による倒ヨ裂が多かったのだと恩j つれろ。

叉南西風の継続時間が比絞的畏かった事に原開すろも

のと考えられろ。

仁7 ) 被害の原因

被告特質及原因については次のものが考えられる

め戦後建物が多い理由

イ、家屋が密集してい泣い為風当りが} ! j lかつ t :。

ロ、施工程度が戦後非常に恢下し且経済的資材的葱条

件下に建てられた。設計泌工が普通であったが特に

風当りが強かった為被災したものは全体の2- 2. 5淘j

で 6 剖ば設計施工不良に起因している。

一般に絵手仕口が戦前に比し粗利l となり、金物の使

用が不足又は当を得ていなかった事が原因するが、

中には金物績は全般的に使用していたが唯土台と柱

との緊結を怠った為引抜で倒援し或いは窓建具の掛

りが少なく、建具の吹飛により内部に風をはらみ倒

援した等極めて局部的な施工不良ケ所が原因となっ

たものが多かった。

百年川町の( F; t ; tY. I ! 物

l I I ! < 後セメソト不足の理由から基礎l t 統瓦造が多〈ア

ゾカ戸ボルトは使用しであったが、ー基礎の破援によ

り倒唆した例が多い。

¥構造計闘性の欽如敷地、間口の関係上適当な按

配置がなく 建物が一方向} こ弱かった為伺l壊したもの

が多い。

b)  ｾｾ前建物の老朽程度は極めて窓かったが 、建 物が密

集していた為民当りが弱かったのと建物! f i : : f i bが比校的

大であったので被官は少なかった。これ等; 連動の中で

被宮を受けたものは戦時中及尖の後も資力の不足から

これ迄の数度の地震i J . T I ! 風等による僅かづつの損傷を手

当出来かねて放置してらった事及老朽となったのを知

りつつも改修出来す. に在ったものが多〈なっていた事

に起因すると考えられる。

c ) 大破、小破が比較的多かったのは暴風継続時閣の長

かった事が最A も大きい理由であろうが、主体構造は一

応完全であるが、瓦の釘打、母屋、極の止砂金物の不

足等iこ局部的な施工不良によるものが多かった。

倒 綴 方 向 別 被 害 分 鎖 表 く 大 阪 市 内 コ
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①学校建築の被害
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東住吉区長池小皐・茨小屋裏( 屋: i i > . 3 A ガ無クナツ F 処ヲn; 7.)

に及び府下 795 校の殆ど全部が被害を受けた。

地域的にはさ界 ・岸和E E l ・泉佐野・貝塚市、泉北郡方聞

が他の地区に比べて被害が多く大阪市内は大中小(1:多か

ったが全潰したものは僅少l : ' あった。

年ft前 には戦時中及戦後に建設したものの傘淡泊: 目立

っているが、之は戦時中より戦後にかけての 建築全般の

施工程度と同時に、戦後軍施設の転用又は解体材を学校

建築に使用或いは大阪市内の老朽校の解体材を郡部小学

校 iこ使用した為、建設年代の割に被害が著しかった。

倒 ｾ 原因については柱脚部の緊結不完全柱頭方杖部 の

施工不具及柱の断面過小が主原因となっているが、前述

の如 く戦後比絞的多くの学校が工場業の他解体材を使用

した事も 今次災害 を引起した大きい原因となっている。

叉半媛大破等の被害については主体構造には何等の損

傷lまないが極、野地、瓦等の摺55悪く飛散したものが非

常} こ多かった。

之には軒先、瓦の吹飛により遂次野地をはがし、内部

に風をはらみ全面的に母屋穫を飛散させたものが多く、

附近民家に相当の被害を与へた。

郡 部 ・ 衛 生 都 市 ・木 進 学 校 年 令 構 成 表

建築年令 3 - 8  29- 38 39- 48 49- 58 59以上

校 竜生
Ｒｾ＠ 114 I  65 44 63 37 ] 6 

A  会校数に

G. 1悩 3] 例 18 ∞% l 臼 服 17. 45%1 10. 23%1  4. “ %  
対する 率

会普賢総数

21 併 26 勝 8. 9%1 14. 3% 
12. 6%1  16. 0 0 % ヲ4

B に対する比

B / A  1  35 85 49 
1  1. ] 8 1  72 1. 09 

①魔告塔の被害

広告塔の被筈も沢山あった。

木造は勿論、鉄造のものも大き

なものは殆んど領h たり曲った

りしてい るが、之等の被害状況

を見れ係当然なとこと云へる。

之等は風圧に対する専門的な構造設計がなされておら 亦ポールト接合の広告塔が倒援数の約8 5 %を占めてい

なかったもので; b る事は一見してすぐ判る。全般的に見 るが、之は長時間の反覆荷章のためボ戸 ノレ トがゆ るんで

て都材 の細いのが目立ち破援ケ所については基礎コ γ P 倒重量 したと恩われるものが多い。

リートと鉄骨の取付部並びに鉄骨部材聞の接合部の破駿 筒屋上に建設されたものの叡害の大半は基礎との取付

が多い。 不備のものであった。
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キヤパレー花闘の広告5警 の個所で曲折 し東側に伺躍した。

架君事の概要 節点はガセット なくポ ール ト締め

柱- L  150 x  150 x  15  諜礎無筋コゾグ リF ト

水平材- L 65x 65 x 6  7]( 平 斜材 L 65 x  65 x 6  柱脚l主ボゾドのみに頼っている〔ベ ースプ ν ート なし】

斜 材- L 7 5 x 75 x 9  倒媛の状況

全 面 広 告 曲 折点以下の各節のボ ーノレトは対んど飛んでし、る。

西風に依り西側住脚を基礎より引抜き賂# 木造屋根両 基礎自身の破援は認められない。
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①防災補強対策と補強法

， . 繍 強 対 策

防災対策として現在迄に実施して来たものには公共建

物、防災補強おj策( 学校 ・会庁舎 ・病院 ・閥均 ・浴場〉

等と老朽佐宅防災防策がある。

昨 F手、 国庫補助を得て実施した、西野田工業高校 ・官

邸学校 ・北河内地方事務所仁補l1l 工事費 360万円〉につ

いては構造的に何等の被害も受けていない補強を実路 し

tr: かったこ三の例は完全に倒箆しており補波効果が顕著

であった。

堺中の学校中柿i貨をn ' ったものは殆ど屋接民損程度で

被害! " t 僅少である。

老朽住宅対策JR導は昨苧 8 月以来実施 されているが之

等約 500戸の 中で浸水による被害以 外補強工事を実施し

たものは確実に倒竣より免れた。

2. 被害実例 と矯強逮

A  風力に対しての策と しては: m新らしく述べる必要は

ない位の もので建築構造に就いての遜常の知識が有って

之を英国自に実施したのならば決して彼警ははなかった

と謂えろ。その主目的t土木造では次の通りでゐる。

L  ( 環境 1 次曝しの地区、風道に当る位置主宰風当りの特

に必! い刃tカこ予想される場所では建物に対する耐風的考

慮が充二分に払わなければならなL 、。

2. 仁平面計画〉風をはらむ様な平問、叉納長い平面は出

来るだけ避け、内外墜に筋違入りの墜を桁行、梁間両

方向に適当に配置した平田計画としなければならな し、

原 因

反覆荷重に依 り接合部ポ ールトが飛び細長比が大きく

なり 従って部材が挫屈を起し上部重量6 偏 心に依って

柱胸が引抜け倒裂したも のと思われる。

向頂部の フレ が相等にらったらし く、剛性の不足によ

る彰響も大 きいと考えられ る。

ナショナル度告権

建設場所 北区梅田新道共同ピル 7 階屋上

構 造 鉄骨造 高 17. 0L m

に士二三

手ドヰ戸

第 一 図

北区、工場併用

住宅

も

第 二 図

ミ空

長居競輪場投票所土 台

第 図

富田林市 事態

英の他此の例が最も多い

様である。

3. く立体計画〉庇、事f等風をはらみ易い伺所lま雨仕訴の ら1工いo 1 : / カーボール ー トが少ない時l主ボ ールトのナ

計す限りその出を短かくし、軒高、校高も必要以上高 ツトヵ: 引ぎちぎられ叉lま引抜ける。 9 尺@l こ1 本のアソ

くしないよろにしなければならないp 叉二段建、野高 ヵーポル ー トのた必倒潰した。

の高いもの等には出来号れば下屋を設けるか一階部に 第三図土台すと柱との取附は単に抗差とせず短柵金物で

墜を多く又は柱を丈夫ｽこす る等Ｎｾ 宜な 対策が望まし い ボ戸J レト締め付けるか、* I T 金物を用号るかがよい。特に

第 1 図基礎は充分に大きくと b特に曲り角に於ける強 経後な建物は鑓を両面から打つ。

度を充分に考えねばならぬ。煉瓦基礎の場合はア γ ヵー 第 四 図 柱 と 小屋組とは羽子板ボ 戸ルト或は短柵金物で

ボルトを引抜いて破援が行われる。 締付け且つ柱聞には筋違を適当に入れる。 小屋組との間

第二図 土台と基礎とはアンカ ーボルトで緊結せねばな には方杖を丹] い必らす・ボ ール ト締とすること。 此場合 必
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らずボ ーJ レト穴に よろ柱の損失l所前をも考忘せねばなら

ない。

くホコ母屋は合掌へ両聞で手違銘打とする

( へ〉屋根ー板( 浪板〉の取付{-;t: フッタボー ルトによるか

大釘( ネ ジ釘〕 打とする。

( ト〉瓦は周囲すべて釘打とするか、銅紋締H平瓦は 1

枚置か叉lま2 枚置に同線施工棟は特に銅線で棟木へ緊治

する。

〈チ〉瓦篠葺は釣子止め充分とする。

くリ〉アルミ板等の檎軟かき板¥X釘頭に大きな座金を用

い軒先等風当りの強き処{ X滞金の如きもので押へる。

くヌ〉障子戸は風圧で飛ばぬ憾に内側に円を入れる。文

敷聞掘のかかりを深くする。

。レ〉外壁下地には竹ラス、細いメタ ルラス主宰を使用す

る事:は避けワイヤ ーラス叉は丈夫なメタルラス下地とす

る鉄骨、鉄筋コ : / 1/ リート 造りの被害は殆んどなかった

のを見ても 木造に比して格段の強さがあることが判る。

ｾ，ｾ＠

。ρ ， ョ

4ド 九

長 居 E支 給 法 張 所

第 ｾＱ 凶

に相当の確実な設計者によって行われているためであろ

う即ち的確な設計が非常に大切であるととが判然と して

然し之等のものは構造計算を建物申誌に必要とするため いる。

写異説明 1  東野田4丁目住宅仁通柱が 2 階梁の所から折れている。コ

2  城東区帝国精機株式会社( 合掌材が余りにも大き返ぎたその' i l l Uに方杖が貧弱である。コ

1  2  
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写異説明

右 上 西 淀J!Hべ淀川大崎 左 上 北l又永楽町8 日新生命どル屋上ナショナル、ネオゾ堺

右 下 生区! 魂 村11: 仁 左 下 天王寺銭ケ崎町

ジエーン台風による京都府の被害

京 都 府 建 築 部 調

ジエーゾ台風l主9月3日14時京都市西部を強襲し、園部 方面で高潮のため漁船並に筏矯、護岸、建築物等の被安

を経て16時若狭湾北東に過き・去った。風速は20m- 3伽n が甚大であった。

仁瞬間最大風速は3 5 m) 1こ達し、雨量平均 1 ω m mであ 一般建築物の被害

った。

京都市に於いて建築物の被害の大きかったのは伏見区

右京区、東山区方面の市の周辺部で、郡部では特に丹後

第 1

一般建築物の被留については、その量よりもむしろ

被害建築物の質に特徴がある。全般的な被害状況は

第l 楽に示す通りである。

表

孟空 当面 塑塑＿主 ｛三 訓 ｬ 斗輔副 ｾｲ｡ ｬ ｍＪｉｾ 丞研長 ｼ 石

;l1212 二日J 21i Jjj 313



京都府建築部では9月4 日か ら 3 日間} こ豆札 京都市 内 要約した通りである。 而して戦前からの手入不光分と老

の被宮建物の現場調育を行ったが、 その結. 果l"i 第2表 に 朽損絡のためにその被害 が更に広汎になったとと、 戦時

主存
‘ 》

d  茨

再王者 ＱＺ 市 内建築物の被管状 況 ｾｉ 司王ま表 ホ:哲f府述! 築議! 9 月8 日現在悶

ｩ 三五 ｾ［ￆｔＷｊｬｬｩｉｩ 工業 用 ｼ農林 用

分 ｕｊ 雨山廷判鰍ｼ門Ａ掠数竺恒 ｬｾｴｾｾ｟ＡＡｾ 竺

J 241J l J 444千:i :: |二:: :;

τ吋三|τ F j J 玉[つ91てLi l- -i: E

録写 3  表

被 害 建 物 の 建 築 年 代 5J IJ 籾 査 表

中事工

年

後
。
】

和昭

B  

非 住 家 1  T  26 9  23 12 7 8  

一 一-一 一 一
官十 1  28 87 16 29 ] 8  179 

-一一一一ー ー一｟，Ｍーーーーーーーーーーーー一ーーーーーー ー一 ｾ ｉＭ ーーーー 一Ｍ，Ｍーーーーーーーーー一Ｍ，ＭーーーーーーーＭＮーーーーＫーー ーー一一 ｬ ーーーーーーーーーーーーーーー

住 家 1  6  9  1  1  18 

一 一 一 一 一一 一 一 一 一I

三

一川

寸

一

判

引

一

時

ト

ト

ト

ト

し

附

川

寸

寸

寸

寸

一

一…

19 

37 

86号〉の調査結果による。
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前にも主Eべたように、今回甚しい被' g . をうけたものは

く特にfflj l裂叉(;t 倒駁寸前の状態になったもの〉老朽損耗

のため、 ｬｬＧ｟ｾ 免倒｛裂の運命にさらされていたものと、構造

的な伎の低下に起因するものとのこつに分演される。

第 1 回の京都市内木造住宅の年令1存成の示すように都

心部には古い建物の構成率が大でらり 、郊外に行くに従

って建築の読んでーあった昭和初期のものが多くお: ってい

るのであるが、台風の被主l" t 都心部の古い建物より 、郊

外地区の新しい建物に許しかった。

ｕ ＩＳ表とｾｾ 1 聞から年代i . J J j の損傷キを出してみると第

2聞のようにな旬、 戦後建築の住宅の被苫が高率を占め

ていることが ｾ ｾｊ る。とれば工法材料共に粗維だったこと

を薬害している。

住宅以外では、建築竿代のi ' d r しL 、開放型の工場一特に

戦時児院の工場とか、友部工場の干場勾; ーの被告が多数

を占めている。理由としては前述の住宅と同線のととが

言去る。

防災補強の効果について

昨苧度において公共事業の一環として公共用木造往築

物の防災補強事業が笑絡され、オ二府に於いても封濯高校

平安病院、宇治地方事務所主将ケ所、延3. 500既に亙って

柿姐工事が突施されたが、今次のO i ¥告に際しもて防災補

強の効果代著しく、これらの建物の被告が二デ. の屋根の

第 4 表

防災判定の結果補強を必要とするもので工事

o行わなかったために損害ぞ受りた建物調

( 京都市) 9] ; 14 日現在

京者E府! i ! 築課防災係調

被 害 i  1  ｾ東 延 防 災 判 定 調 査 の 際1 1  

l建物用途区男1) 呼の地震方向に対す|備考!

区分i i 数 数 t る耐震度判定級 |

l  i  来商方向 l 南北方向!

倒境線染工場左京区: ， I  oJ _  1  

1 午 wi ］ｦｦ ，ｾ ［＠ 1  1  8 0:  D  1  

一 一 両 王 場l一一一「 一「一 |一一一 「 一 一 』 ー

ｬＡｾＺ＠ ｾ＾ｾｾｾｲＺ Ｑ 下京区 Ａ ， 1， nnl .  1 【

|ヱ作工場! l' >r < ｾ ｩＮ＠ 1  1]  9cl  A  1  c. 1  

γ |縦苦手工場。一 一 一 「 一 「 下 一 一 「 一一 - '一 一

「 倉 庫 伏 見 区 1 1  741 C  1  C  

H 匪豆!至戸|玉仁工仁工|二|

半右翼|住 宅伏見区i 1  I ー唱 I ｾ＠ I  _  I  I  

一一| 一一一一1'::"="==' 1  1  ｾＱ Ｑ＠ C  1  B  1  1  

' 一 一一 一一際薬工場右京区i τ I ｾｮｬ＠ ｾ＠ I  _  I  
ｉｾＧｾＭＭＧ Ｈ ｾＢＧＭｉ＠ 1  1  501 C  1  C  1  

_，_， llii 扇主事! ー 「 寸 一 一 「一 一「一一 一i一 一

Ｑｾ ＧｽｦｔＱ ｾｾ ｩ 下京区 ｩ ヲ Ｑ ｾｾｉ＠ _  1  _  

一一| 倉庫 ｉ ｾｉｾｉ 271 D  1  C  

“ 同覇王樹一てー「寸一一| 一一 一「一一一 幅 石

." 盟 主 主 劃_ " _ ! _ 1_ 11271 B  1  B F  1"天

11 1"  倉庫1 11 1 苛| 日丙1 _  _  1  _  1  11 1  

1 1  1  1  1271 C  F  1  C  1  "  1  

※ こ』にゐげた半右翼は主要併進部に 50%以上の破筈

を? 受げたものを挙げた

判 / B  不完令繍修の必要ゐるもの

定級 |

区 I C ρ  補強の必要ある色の

分 ，D  11 早急に補強の必要ゐる色の
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瓦の磁損程度でーあ1こつのに絞べて、同一次地内で下li j . 出工

事を行わなかった他の建物( 1 : 相当の被=討をうけている。

ーーたと走 ば米雀高校で ｾＨＧￌＮ 防災工事を前北かった。ル ｪ

窓会館は、肢は斜j浴し、建物ヵ: 北! こ傾斜した。同協の事

例は平安病院でもみられた。

又昨年度一般の依頼を号けて行った木造建築物の防災

判定調査の結果、柿必の必喜さありと判定2された建築物で

あって、工事を笑施しなかったために被害 を号げたもの

は第4表の通りである。

一方昨竿度に調査を完了した350件く約700棟 〉につい

て、その程度補強工事を実施したかを照会した結果をみ

ると、経済的理由で補強工事を実施していないものが高

率を占めている。 く第5表〕

結 E吾

戦前戦後を通じて労主語、資材、資金聞における初迫か

ら、当然なされなければならたかった建物の手入が充分

に行われていなかったため、都造的な' J 1 の低下が甚だし

かったのであるが、今次の台風の後書も風力の割合に広

汎でーあったのは、それに因由してい るのであ る。今後の

問題として、不測の災禍を未然に防止するために、一般

建物、特に常時多人数を牧容する学校、奥行場、公衆浴

場等の防災補虫工事実施の陸路打開ゐための金融上の措

置一- ou支ば国庫術IJh : I 詮の交付、長期低利融資機関の設

置等一ーが要望ーされるのである。

第 5 表

補強工事実施状況調査表

8 月30日現在京在府建築課防災係

1  1  補強工事 |  

備強工事|補強工事! 実施しない I

1  1日 遺 品 九月、仙 | 計 l

実施済| 実施予定i室田富 l み富 I I  

公共む I 11 I  10 j. 6  i  1  戸

居住用 I  ｾ＠ I  Q  I  今 !  戸 I nn 

建物 1 ｾ＠ /  ｾ＠ I  ｾ＠ I  V  I 叫

鉱工業用 | 円 |  日 |  守 口 I  . !  ，" 

竺 _!_ I ' v  I  U  i 山! " 1山

元 [τ |て「717 1二

計 1- ｾＵ Ｍ Ｑ Ｍ 岳 Ｓ ＱＭ ＲＱ 仁 三 Ｒ

〔註 1 ) こ の籾査は昭和24年度中に於いて防災判定

o実施した350件 (700棟〕につき往復ハガ

キで照会したところ回答のあった 120件に

ついて整理した色のである。

〔註 2 ) 回答のなかった半数については経済的な理

由で補強をしていない色のがこれ以上の商

都を占めている ことさえ予想される。
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ジエーン台風による尼崎市の被害

8月31臼硫黄島南西250粁予付近の海上に発生したジ エ戸

ν 台風は2 日3時頃、四国南方600粁北給27度東経134度附

近に達し、此の際の中心示度ヨ60mml 人中心の長大風速

45米位であった。

その後進路は若干東に備し北h 東に向い、急速に速度

を潜加し乍ら、 9時には室戸仰の束、 11時には洲本、 12 

時には神戸市垂水区附近、13時には丹波北部を通過 し、

14時には若狭湾に入った。

その問、殆んど努力は滅過せず、中心示度の変化は僅

かに5 mmbの減少を見ただけでるったく神戸海洋気象台〕

当市に於ては、 13hr 頃 rこ最も激烈を極め、 糊f立は、

1 ) P. 十 4 m38 く予定協j位 o P  + l m471) であった。

被 害 獄 3兄

右表の如くでらるが、長竿の地盤沈下に依り i概ね阪神

電鉄以南の地盤は O P +お が 下 で 刻 、 毎 年8. 9月の

高潮時には脅威を感 じていたので't_， るが、連総省により

尼崎港改良 5ヶ年計両が倒立され昭和23-f手llf より兵庫県

により工事が仔われi持々と進捗していた矢先であり 、

今度の被告は惜しみて も余り ある ものである。

過去の被害j伏況

昭和16年

昭和17年

昭和13年

昭和19年

昭和120年

将来対策

4，149，615円

10，447，700円

14，日3，810円

67，758，455円

213，693，400円

破損筒所の原形箆| 日として主主設省運総省、の査定が終っ

たものが、両者で1，065，560，00申3あり 、 先ず之を早急

に復旧すると同時に、閉門式i功潮堤約27億円、 本年度よ

b3ヶ年計闘で完成せ しむ予定で司あ る。 概要は

防淑提 8，245m 

防潮堤 480m 

7k 門 3ヶ所

問 門 2連ーケ所

車古 語

本市は日氷の経済産業界に二大努力をl山iする、京浜地

帯と共に、阪神地帯の中央に位置し! J ) : 工業地務として戦

前、戦後に亙り、国家 発 展上に前Ｎｩ､Ａ の 釦 Ｑ ｾ 、数度 の 被 宮

に も拘 らず、 E宜主5なる使命を:果して来たのであ りますが

之等の被害 を放置するならば、当市はもとより 国家約 rこ

見ても非常な る損失であります。

率い、今回は之等の永久的根本対策として悶門式妨ゆj

52 

尼 崎 市 建 設 部 河 港 課 調

堤が早急に突施される2 } j : になり、欽快に犠へたい所であ

りますが、非常に大きな工事でもありますので、諸賢の

鮒 鵠 御 援 助 を 街!顕ぃ致す次第でらります。

l戸竺一巴'-!_I竺竺旦『竺「竺| 一コナ摘 葵

旦亙盟塁 し 一 一一一 1川 ， 5闘6ω0 二ご二一!

凶 J旦判4互判斗|ト一一!い川川2灯 叩7刊0… 州一一一ベ-J !  
l 道 路 I 30∞0， 00∞0血叫I 3釦00，0∞00仏， 0∞o10' i  

|孟瓦:場i三五両lJ 盟問に二... .1

i 下水施設 I ｾＰ ， ＰＰＰ Ｑｬｬ Ｑ＠ 60，000，00o I  

!旦_ }' _I ｟ ｾ 竺 ｆ ｩＭＭ ｰｭ ， ｭ Ｍ 一一
! 電 柱 I 300略 m 即 時 ム 電 線 関 係5

1 家 屋 1 18，679伊 1 560， 370， 000'床上浸水 i  

lZ 屋 l三，羽二二面主主.(ん|よーし

J 家 屋ーし____! EE: お， GOO，OO判流一 一失 - i  

ｕ ｾｾ ー ｎＮ I  389E: 1  77，盟品会一壊ーi

f 災 者 | 肌 920刈 3，237，6叫 ∞o! I  

t ム物 l - d mo o o，ooo!  

i 橋 一 梁 |- 5 J 一 二示… !

Ｓ 一 ｊ旦 を ｉ 一 ＴＳ 王功豊ｾ ｾ口 Ｕ悶鈎即， ＸＹＸ ，

二主- 揚 !一 山 エ場 m ，5ω ，叫1 iJ 、企業 -

f上水道施投 ! 1，729， 000!  I  

F ザ4 ムF I_ 412司-

I  I  

音十 I  I  12， 692， 935， ｏｏｏ ｾ＠
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常事並びに評議員当選K 関ナる件

昭手1126年 1月初日開会の通常総会に於て監事並びに評議員の選挙を執行いたしました結果下詑の通り夫 当々選され

ました。

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

柿 原 広 太 郎

谷 口 倫 武

田 野 勝 好

三 原 清 治

川 勝訴、 兵 衛

深 沢 勝 久

励監 事

評 議 員 く五十音ll liD

伊 藤 和 夫 氏 小 川 正. 氏

上 林 博 雄 氏 越 田 正 勝 氏

塚 本 喜 八 郎 氏 塚 本 猛 次 氏

土 静 岡 幸 次 郎 氏 益 尾 反 雄 氏

烏 野 民 男 氏 可 児 毅 氏

河 合 貞 一 郎 氏 土 岐 達 人 氏

内 田 成 之 氏 城 ロ 亀 吉 氏

永 田 県 三 氏 前 田 普 助 氏

青 木 友 一 氏 松 井 邦 彦 氏

く各支部理出の評議員氏名股追て発表いたします〉

邑山

術 〉

ヱ】

ヱ〉

気〉

材〉

く技

( 施

く管

く電

く建

昭和26年 1月30日開会の通常総会に於て下記正会員を定款第28条によりf a ' i 澗に推薦することを議決されました。

顧 問 正 会 員 薮 中 一 良 氏

昭 和 2 6 年 2 月 1 臼

イ牛る関 ナ顧 問 推 薦 に

ぷ〉、

コミ協築建本日社 団 法 人

御 願 ひ

来る三月末は本会会計年度決算期であります。 御承知の通り; 昨夏来家賃耐告IJ 撤廃後借室料の暴騰や

時局の影響で食雑誌、費、集金夜、英イ也諸経費も著しく自然増と主主れとのため綜合、電気、管工各部

門から、絶大充足御援助を受け、韓に審議を得ました通り、更正予算を作成し、辛うじて今日に及んでい

る状態でありますが、決算期には相当額の赤字乞示し、会の運営にも多大の支障を来すものと思われ

ます。之は一面会去をの払込が大変遅れている向が相当数にあり、之等遅払の会員各位が深き御理解の

下に会費払込に御協力、完納される主主らぽ、予期の決算が出来ると同時に目下編成中の廿六年度収入

予算に確実主主基礎を把握する事が出来ます、芳し未払会員の御協力と御援助が齢主主ければ多額の借入

金を必要とし、明年度事業計画も立ち難く、会話も渋滞する事と友 P ます、新様主主主主大な岐路に立っ

ている事を充分御賢察の上、 ニ、三月中に会費の請求書を受けられた方は三月 這の未挽額を是非三月

中に御梯込み下さる様お願い申上ます。( 会費は一ヶ年分前納の規定〕

御払込は九月号押入の振替用紙( 払込料m会負担〕を御利用願うのが一番便利て・確実です。

追而定款第17条にある滞納者の権利停止除名の事は長期の滞納者には会の運営に支障を来たす為整

理上止むを得ず処置いたしますが、希くば会員各位の絶大主主御協力によ b 、既係主主項はいつも空文で

ある事を念願するものであります。

昭 和 2 6 年 2 月 1 日

，、
各 位員

A  

ｾ＠
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協 会

主 計 理 事

本 建 築

主 記 理 事

日社 団 法 人



副 会 長 井 上 新 ニ 君 逝 去

本会副会長大阪市Z蝶同長井上新二煮旧冬末突如悩溢

I血 のため臥床、爾来御家族はじめ関係方市各{ 立の御手厚

き御看護にもかかわらず、遂 に一 月十一 日長逝せられた

ととは淘にj高惜の慰みに; 湛へません。

君は及。京大学窓築学字伴交: 後記. [ ちに本会に絡を置かれ

在阪中( ". 麗 4・委均支員に当選現に副会長として会務に尽

搾せられ本会主主［こ我 国建築 ｊｾ に迫された御 功続け突に偉

大なるものがあります。1 ¥交性京放需浴しかも情誼に厚

く、またJL く後進を迫; かれるな どiF?を知るもの等しく思

慕の情に堪へないところてあります。

将来益々多端ならんとす予斯界のた ｾｉ こ ｾ￮ に倹つもの

余りに多いとき、再びi昆谷、} こ接す・ることが出来ず泊に憎

みても余りあるものがあります。

認 にHa肖と岡弘子更を; 包ヴて哀悼の誠を十本‘ T遥かに御冥海

をおも ｔ り い たｾます。

1、 訴は明治二十七年一月二十九日・ 0 ・・・ 0 ・生る

1、 大正十年東京大学工学部建築学科卒業

1、 同 年 任陸軍技Jli 5陸軍東京経理部勤務

1、 同十一年命大阪府建築技師内務部' ぷ鱒課勤務

1、 昭和七年命愛知県警祭部建築ｾ長

1、 同十J1t1年 命大阪府警楽部建築稼長

1、 悶十七年命内務省防空局胞設認長

1、 同ご十年殴銭高等官二等、被進従J l LI{立叙勲凶等

l 、 同 年命住宅蛍団理宅確設局長

1、 同 二 十 二 年 任 大 阪市埋: rjf命建築局長

1、 同ご十六年一 月十一 日逝去

図に告別式は一 月十三日午後一時から長柄大斎場l < 挙

行せられ会葬者無意数千を算し非常のj硲儀て・今夏注がら

故人の徳が偲ばれた。

本会よりは会長Ｚさじめｾ役員、会員多数参列、会長は

弔詞を朗読せられ参列者一向に深き感銘を与へた。

弔 詞

に社団法人日本建築協会副会長故芹上積二君の葬送

54 

の式を営まる 与 に当り、当協会ｾ ｌｪ 千有余の会員を 代 表致

しまして君が霊に最後の御別れの言葉を申し上げます。

iJi 完治苛きま誌ををえで!It に出られ本会の会員となられてか

ら既に三十年、?;? に最も熱心に建築界に奉仕せる当協会

のヰ喋に尽力せられたのでおります。

，その間wl ベー委員、役員に選ばれ、現に副会長として戦

後混乱たる時代に 、兵く多燥なる建築界の訪問題を処理

し指導的地位に立って尻ーられました 、 ｾｴ の体大なる卵立

は当協会の熊史を飾む永く後 IY:i こ夜1，へられる: 事と信じる

のでありますー。

21-; ま浸ベ・たる犬i学の如き包抱一力を持ちょミく人と辛口し後

進に親しまれ、;r¥η 在る処常に胎務たる存風の如き手日か

さが漂い戦争の ｦ ｾ ＱＡｘ｜ 未だいえずして、今後日 ｉ 控築界Ｈま君主

のま日き人械のmみに待つ処多きに不抱法官として活かる

る端、誠に痛恨の極みてrあります。

井上 ＱＳ ・のｾよ奨くは来って我等全国の会員の変心から

哀惜の怖と御只簡を祈る友情の叫びとをお受け下さし、。

茅 ｴｴ 匡りし日の間［ｾを偲び此 Ｑ 止に残された偉大だ ｾｴｮ 助、を

思い蜜fiij に組ずlナば誠に感慨探盆なるものがあります。

是をもってお別れの言誕と致します。

昭和二十六宇一月十三日

社 同 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 竹 腰 健 造

輯 築 後 記

自守Jが大阪に去年振りに訪れて震えきした二月も♀や

去り行く下旬に忽地建築特慌を送 ります。

私l のwも平く咲かない如く: V . e m: な御原稿も中- ' " 得られ

ないのに多く頂けた御執ゴf 者各位の御好意に編集委員会

¥' 1 深く感謝致 しております。

三月号より梅林の如く等兵版の趣も変えて¥I i のあいま

あいまに若芽をのぞかせて平〈出版し二月号の御詑びを

せんと廃会なる建築士の講習会もなんのそのと努力致し

ます。

愛会の熱血浪、大手i市場理事: は昨年暮問日ピノL にて会

議中俸制L レが各f立の絶大なる街]援助に依り全快に! 匂い再

び耕務局［こ出務する日も近ｾと存・じ、寂しく 「 すいせん 」

の花、香る局の完まも春の日と共に待っています。

建 築 と 社 会

第 3 2 輯 第 2 号

東償 i 部80円く主主料共〉

昭和26年1月25 日印刷 ・昭和26年 2 月1日宛行

編集発行人 戸 川 弘

発 行 所 設 日本建築協会

大板市北区中 ノ島3 ノ3朝日ピノレ

電 話 北 浜 ⑫ 1334- 9 呑

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 G 6  

印 刷 者 網 野 栄
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